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１ 調査の目的 

「高齢者や家族が住み慣れた地域で安心してくらせる地域づくり」というテーマを実現できるよう日

常生活圏域における住民ニーズを把握し、「第１０期介護保険事業計画・第１１次高齢者保健福祉計画」

（令和９年度から令和１１年度）を策定するための基礎資料とすることを目的に調査を行いました。 

 

２ 調査対象者 

【在宅介護実態調査】 

市内在住の６５歳以上で要支援・要介護認定を受けていて在宅で生活している方から無作為に抽出し

た１,５００人 

 

【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 市内在住の６５歳以上で要介護認定を受けていない方から無作為に抽出した２,５００人 

 

【特別養護老人ホーム入所待機者に関する調査】 

令和７年１１月１日時点において、特別養護老人ホームへの入所申込をされている要介護３以上の人 

 

【介護サービス事業所調査】 

 市内介護サービスを提供している事業所を運営する法人等 

 

【介護支援専門員調査】 

 市内介護サービス事業所に勤務している介護支援専門員（ケアマネジャー） 

 

【介護従事者調査】 

 市内介護サービス事業所に勤務している介護従事者 
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３ 回収状況  

在宅介護実態調査 
介護予防・日常生活圏域 

ニーズ調査 

特別養護老人ホーム 

入所待機者に関する調査 

実施方法 郵送 郵送 郵送 

配布数（①） 1,500 2,500 280 

回収数（②） 964 1,766 148 

回収率（②／①） 64.3% 70.6% 52.9% 

調査期間 
令和７年 11 月 19 日 

～令和７年 12 月 19 日 

令和７年 11 月 19 日 

～令和７年 12 月 19 日 

令和７年 11 月 12 日 

～令和７年12 月 12 日 

  
介護サービス事業所への 

アンケート調査 

介護支援専門員への 

アンケート調査 

介護従事者への 

アンケート調査 

実施方法 WEB WEB WEB 

配布数（①） － － — 

回収数（②） 81 132 297 

回収率（②／①） － － － 

調査期間 
令和７年 12 月３日 

～令和８年１月９日 

令和７年 12 月３日 

～令和８年１月９日 

令和７年 12 月３日 

～令和８年１月９日 

※「介護サービス事業所へのアンケート調査」「介護支援専門員へのアンケート調査」「介護従事者へのア

ンケート調査」については、WEB 調査のため配布数を把握できないことから、配布数（①）および回

収率（②／①）は記載していません。 

 

４ 調査結果の表示方法 

○ 集計は、小数点以下第２位を四捨五入しています。したがって、数値の合計が１００％にならない

場合があります。 

 

○ 回答の比率（％）は、その質問の回答者数（ｎ値）を基数として算出しています。したがって、複

数回答の設問はすべての比率を合計すると１００％を超える場合があります。 

 

○ 本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合があります。 

 

○ 本文中で、比率の比較をする際には、ポイント（小数点以下第２位を四捨五入し、小数点第１位で

示しています。）と表記しています。
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１ 調査票の記入者 

 

この調査票を記入されたのはどなたですか。○をつけてください。 

調査票の記入者については、「あて名のご本人が記入」が 51.5％、「ご家族が記入」が 39.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 設問別の回答結果  

 

Ａ票 調査対象者様ご本人について、お伺いします 

問１ 現在、この調査票にご回答を頂いているのは、どなたですか。（複数回答可） 

調査票の記入者については、「調査対象者本人」が 58.8％と最も多く、次いで「主な介護者となって

いる家族・親族」が 40.9％、「主な介護者以外の家族・親族」が 1.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝964

あて名のご本人が記入

ご家族が記入

その他

無回答

51.5 

39.2 

1.1 

8.2 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝964

調査対象者本人

主な介護者となっている家族・親族

主な介護者以外の家族・親族

その他

無回答

58.8 

40.9 

1.9 

0.5 

1.7 

0% 20% 40% 60%



第２章 在宅介護実態調査 

8 

問２ 世帯類型について、ご回答ください。（１つを選択） 

世帯類型については、「単身世帯」が 34.8％、「夫婦のみ世帯」が 32.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ ご本人の性別について、ご回答ください。（１つを選択） 

調査対象者の性別については、「女性」が 61.7％、「男性」が 37.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝964

単身世帯

夫婦のみ世帯

その他

無回答

34.8 

32.5 

30.9 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝964

男性

女性

無回答

37.3 

61.7 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%
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問４ ご本人の年齢について、ご回答ください。（１つを選択） 

調査対象者の年齢については、「85～89 歳」が 31.3％と最も多く、次いで「80～84 歳」が 25.1％、

「90 歳以上」が 22.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝964

65歳未満

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答

0.1 

1.7 

4.8 

14.1 

25.1 

31.3 

22.2 

0.7 

0% 20% 40%
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問５ ご本人の要介護度について、ご回答ください。（１つを選択） 

調査対象者の要介護度については、「要介護１」が 21.5％と最も多く、次いで「要支援１」が 21.4％、

「要支援２」が 20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください。 

（１つを選択） 

入所・入居の検討状況については、「入所・入居は検討していない」が 72.1％、「入所・入居を検討し

ている」が 16.8％、「すでに入所・入居申し込みをしている」が 8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝964

入所・入居は検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

無回答

72.1 

16.8 

8.3 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝964

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

わからない

無回答

21.4 

20.9 

21.5 

17.5 

8.3 

5.0 

1.8 

1.5 

2.3 

0% 10% 20% 30%
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問７ ご本人（認定調査対象者）が、現在抱えている傷病について、ご回答ください。 

（複数選択可） 

現在抱えている傷病については、「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」が 29.0％と最も

多く、次いで「認知症」が 22.2％、「眼科・耳鼻科疾患」が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝964

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）

認知症

眼科・耳鼻科疾患

心疾患（心臓病）

糖尿病

脳血管疾患（脳卒中）

変形性関節疾患

呼吸器疾患

悪性新生物（がん）

パーキンソン病

膠原病（関節リウマチ含む）

腎疾患（透析）

難病（パーキンソン病を除く）

その他

なし

わからない

無回答

29.0 

22.2 

20.6 

15.1 

14.2 

11.9 

11.1 

7.8 

7.1 

4.6 

3.5 

2.4 

1.6 

13.4 

5.2 

2.0 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40%
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問８ 令和７年１０月の１か月の間に、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サー

ビスを利用しましたか。（１つを選択） 

介護保険サービスの利用状況については、「利用した」が 62.1％、「利用していない」が 30.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 問８で「１」と回答した方にお伺いします。 

以下の介護保険サービスについて、令和７年１０月の１か月間の利用状況をご回答くださ

い。対象の介護保険サービスをご利用になっていない場合は、「利用していない（０回、１．

利用していない）」を選択してください。（それぞれ１つに○） 

A．訪問介護（ホームヘルプサービス） 

訪問介護（ホームヘルプサービス）の利用状況については、「週１回程度」が 8.5％と最も多く、次い

で「週２回程度」が 4.2％、「週４回程度」が 2.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝964

利用した

利用していない

無回答

62.1 

30.6 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝599

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

25.4 

8.5 

4.2 

1.3 

2.0 

1.8 

56.8 

0% 20% 40% 60%
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Ｂ．訪問入浴介護 

訪問入浴介護の利用状況については、「週１回程度」が 3.0％と最も多く、次いで「週２回程度」が 2.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．訪問看護 

訪問看護の利用状況については、「週１回程度」が 8.8％と最も多く、次いで「週２回程度」が 3.3％、

「週５回以上」が 0.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝599

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

28.0 

3.0 

2.2 

0.5 

0.5 

0.5 

65.3 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝599

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

24.9 

8.8 

3.3 

0.7 

0.5 

0.8 

60.9 

0% 20% 40% 60% 80%
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Ｄ．訪問リハビリテーション 

訪問リハビリテーションの利用状況については、「週１回程度」が 8.3％と最も多く、次いで「週２回

程度」が 4.5％、「週４回程度」「週５回以上」が各 1.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝599

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

25.2 

8.3 

4.5 

1.0 

1.3 

1.3 

58.3 

0% 20% 40% 60%
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Ｅ．通所介護（デイサービス） 

通所介護（デイサービス）の利用状況については、「週２回程度」が 15.0％と最も多く、次いで「週１

回程度」が 8.8％、「週３回程度」が 8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ．通所リハビリテーション（デイケア） 

通所リハビリテーション（デイケア）の利用状況については、「週２回程度」が 14.5％と最も多く、

次いで「週１回程度」が 8.5％、「週３回程度」が 4.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝599

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

15.9 

8.8 

15.0 

8.3 

5.8 

4.7 

41.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝599

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

21.0 

8.5 

14.5 

4.3 

1.7 

1.7 

48.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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Ｇ．夜間対応型訪問介護 

夜間対応型訪問介護の利用状況については、「週５回以上」が 0.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ．定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利用状況については、「利用した」が 7.7％、「利用していない」

が 78.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝599

利用していない

利用した

無回答

78.6 

7.7 

13.7 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝599

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

30.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

68.8 

0% 20% 40% 60% 80%
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Ｉ．小規模多機能型居宅介護 

小規模多機能型居宅介護の利用状況については、「利用した」が 1.8％、「利用していない」が 76.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ．看護小規模多機能型居宅介護 

看護小規模多機能型居宅介護の利用状況については、「利用した」が0.7％、「利用していない」が77.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝599

利用していない

利用した

無回答

76.8 

1.8 

21.4 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝599

利用していない

利用した

無回答

77.1 

0.7 

22.2 

0% 20% 40% 60% 80%
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Ｋ．ショートステイ 

ショートステイの利用状況については、「月１～７日程度」が 7.3％と最も多く、次いで「月８～14 日

程度」が 4.8％、「月 15～21 日程度」が 1.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｌ．居宅療養管理指導 

居宅療養管理指導の利用状況については、「月１回程度」が 5.5％と最も多く、次いで「月２回程度」

が 1.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝599

利用していない

月１～７日程度

月８～14日程度

月15～21日程度

月22日以上

無回答

76.3 

7.3 

4.8 

1.3 

0.8 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝599

利用していない

月１回程度

月２回程度

月３回程度

月４回程度

無回答

79.3 

5.5 

1.3 

0.0 

1.0 

12.9 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 10 問８で「２」と回答した方にお伺いします。 

介護保険サービスを利用していない理由は何ですか。（複数選択可） 

介護保険サービスを利用していない理由については、「現状では、サービスを利用するほどの状態では

ない」が 50.2％と最も多く、次いで「本人にサービス利用の希望がない」が 21.4％、「家族が介護をす

るため必要ない」が 9.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝295

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法が分からない

以前、利用していたサービスに不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

その他

無回答

50.2 

21.4 

9.8 

9.2 

6.4 

4.1 

3.7 

1.0 

6.8 

16.9 

0% 20% 40% 60%
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問 11 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、ご回答くだ

さい。（複数選択可） 

介護保険サービス以外の支援・サービスの利用状況については、「利用していない」が 64.5％と最も

多く、次いで「掃除・洗濯」が 7.8％、「ゴミ出し」が 5.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

掃除・洗濯

ゴミ出し

配食

買い物（宅配は含まない）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

外出同行（通院、買い物など）

見守り、声かけ

調理

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

7.8 

5.9 

5.6 

5.5 

5.0 

3.7 

2.3 

1.9 

1.1 

2.4 

64.5 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 12 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらなる

充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。 

（複数選択可） 

今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスについては、「特になし」が 34.3％と最も多く、

次いで「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が 23.7％、「外出同行（通院、買い物など）」が 20.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

外出同行（通院、買い物など）

掃除・洗濯

見守り、声かけ

ゴミ出し

配食

買い物（宅配は含まない）

調理

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

23.7 

20.1 

15.1 

14.2 

12.8 

12.3 

11.0 

8.1 

5.9 

2.6 

34.3 

12.2 

0% 10% 20% 30% 40%
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問 13 ご本人（認定調査対象者）は、現在、訪問診療を利用していますか。（１つを選択） 

訪問診療の利用状況については、「利用していない」が 82.8％、「利用している」が 14.1％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか。（同居していない子ども

や親族等からの介護を含む）（１つを選択） 

家族や親族による介護の状況については、「ない」が 37.7％と最も多く、次いで「ほぼ毎日ある」が

34.0％、「週に１～２日ある」が 9.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

利用している

利用していない

無回答

14.1 

82.8 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝964

ない

家族・親族の介護はあるが、
週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

無回答

37.7 

8.9 

9.0 

4.7 

34.0 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40%
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Ｂ票 主な介護者の方について、お伺いします 

問１ ご家族やご親族の中で、ご本人（認定調査対象者）の介護を主な理由として、過去１年の

間に仕事を辞めた方はいますか。（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問いませ

ん）（複数選択可） 

主な介護者の就業状況については、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 73.3％と最

も多く、次いで「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」が 6.2％、「主な介護者が転職した」が 1.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 主な介護者の方は、どなたですか（１つを選択） 

主な介護者については、「子」が 58.8％と最も多く、次いで「配偶者」が 30.4％、「子の配偶者」が

3.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝546

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた
（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

6.2 

1.1 

1.8 

0.7 

73.3 

2.4 

15.0 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝546

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

30.4 

58.8 

3.8 

0.4 

1.5 

0.7 

4.4 

0% 20% 40% 60%
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問３ 主な介護者の方の性別について、ご回答ください（１つを選択） 

主な介護者の性別については、「女性」が 65.9％、「男性」が 30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください（１つを選択） 

主な介護者の年齢については、「50 代」が 28.6％と最も多く、次いで「60 代」が 27.8％、「80 歳

以上」が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝546

男性

女性

どちらとはいえない

無回答

30.2 

65.9 

2.2 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝546

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

0.0 

0.4 

0.5 

4.6 

28.6 

27.8 

17.0 

18.7 

0.0 

2.4 

0% 10% 20% 30%
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問５ 現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください。 

（複数選択可） 

主な介護者の介護等の状況については、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が 76.9％と最も多

く、次いで「外出の付き添い、送迎等」が 68.5％、「食事の準備（調理等）」が 63.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝546

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

外出の付き添い、送迎等

食事の準備（調理等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

服薬

認知症状への対応

衣服の着脱

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

屋内の移乗・移動

日中の排泄

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の介助（食べる時）

夜間の排泄

その他

わからない

無回答

76.9 

68.5 

63.6 

63.0 

39.9 

23.8 

22.3 

19.0 

14.3 

13.4 

12.5 

11.2 

9.2 

8.2 

3.8 

0.4 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問６ 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等について、

ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）(３つまで選択可)  

主な介護者が不安に感じていることについては、「認知症状への対応」が 20.1％と最も多く、次いで

「外出の付き添い、送迎等」が 18.9％、「夜間の排泄」が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝546

認知症状への対応

外出の付き添い、送迎等

夜間の排泄

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

日中の排泄

入浴・洗身

食事の準備（調理等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

屋内の移乗・移動

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

服薬

食事の介助（食べる時）

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

20.1 

18.9 

14.3 

13.9 

11.9 

11.7 

11.4 

8.8 

5.5 

4.8 

4.2 

1.6 

1.6 

0.9 

2.6 

10.4 

4.6 

28.8 

0% 10% 20% 30% 40%
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問７ 主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください。（１つを選択） 

主な介護者の勤務形態については、「働いていない」が 45.8％と最も多く、次いで「フルタイムで働

いている」が 30.0％、「パートタイムで働いている」が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 問７で「１」「２」と回答した方にお伺いします。 

主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をしていますか。

（複数選択可） 

介護のためにした調整については、「特に行っていない」が 34.1％と最も多く、次いで「介護のため

に、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている」が 31.8％、

「介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を取りながら、働いている」が 23.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝546

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

働いていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

30.0 

17.2 

45.8 

1.1 

5.9 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝258

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、
遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」
を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

介護のために、２～４以外の調整をしながら、働いている

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

34.1 

31.8 

23.3 

12.8 

15.1 

2.7 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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問９ 問７で「１」「２」と回答した方にお伺いします。 

主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に効果があると

思いますか。（３つまで選択可） 

勤め先に求める支援については、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」が 29.1％と最も多く、次い

で「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」が 25.2％、「制度を利用しやすい職場づくり」

が 22.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝258

介護休業・介護休暇等の制度の充実

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

制度を利用しやすい職場づくり

介護をしている従業員への経済的な支援

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

29.1 

25.2 

22.5 

17.1 

12.8 

9.7 

7.4 

7.4 

1.9 

12.0 

10.9 

10.5 

0% 10% 20% 30%
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問 10 問７で「１」「２」と回答した方にお伺いします。 

主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（１つを選択） 

働きながら介護を続けられるかについては、「問題はあるが、何とか続けていける」が 52.3％と最も

多く、次いで「問題なく、続けていける」が 22.1％、「続けていくのは、やや難しい」が 7.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ票 現在およびこれからの生活などについてお伺いします 

問１ 在宅医療を受けることについてどのようなイメージをお持ちですか。それぞれ該

当する数字を１つずつ選んで〇で囲んでください。 

１．どの程度までの医療を受けられるかわからない 

在宅医療のイメージについて、どの程度までの医療を受けられるかわからないという設問は、「そう思

う」が 51.0％、「そう思わない」が 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝258

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

22.1 

52.3 

7.4 

5.4 

5.8 

7.0 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝964

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

51.0 

10.5 

26.6 

11.9 

0% 20% 40% 60%
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２．急に病状が変わったときの対応ができない 

在宅医療のイメージについて、急に病状が変わったときの対応ができないという設問は、「そう思う」

が 51.1％、「そう思わない」が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．訪問診療をしてくれる医師を見つけるのは難しい 

在宅医療のイメージについて、訪問診療をしてくれる医師を見つけるのは難しいという設問は、「そう

思う」が 49.3％、「そう思わない」が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝964

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

51.1 

13.9 

22.8 

12.1 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝964

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

49.3 

17.0 

21.0 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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４．訪問歯科診療をしてくれる歯科医師を見つけるのは難しい 

在宅医療のイメージについて、訪問歯科診療をしてくれる歯科医師を見つけるのは難しいという設問

は、「そう思う」が 45.0％、「そう思わない」が 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．家族に負担がかかる 

在宅医療のイメージについて、家族に負担がかかるという設問は、「そう思う」が 56.4％、「そう思わ

ない」が 13.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

45.0 

17.9 

23.0 

14.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝964

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

56.4 

13.6 

15.6 

14.4 

0% 20% 40% 60%
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６．部屋や風呂・トイレなど住まいの環境が整っている必要がある 

在宅医療のイメージについて、部屋や風呂・トイレなど住まいの環境が整っている必要があるという設

問は、「そう思う」が 61.2％、「そう思わない」が 11.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．費用が高額になる 

在宅医療のイメージについて、費用が高額になるという設問は、「そう思う」が 50.9％、「そう思わな

い」が 8.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

61.2 

11.6 

13.3 

13.9 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝964

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

50.9 

8.1 

27.4 

13.6 

0% 20% 40% 60%
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８．在宅では満足のいく最期を迎えられるか不安である 

在宅医療のイメージについて、在宅では満足のいく最期を迎えられるか不安であるという設問は、「そ

う思う」が 44.8％、「そう思わない」が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは人生会議(ACP:アドバンス・ケア・プランニング)を聞いた事がありますか。また

内容について知っていますか。（１つを選択） 

人生会議(ACP:アドバンス・ケア・プランニング)の認知度については、「聞いたことがなく、内容も知

らない」が 68.7％と最も多く、次いで「聞いたことがあるが、内容は知らない」が 18.6％、「知ってい

る」が 8.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

知っている

聞いたことがあるが、内容は知らない

聞いたことがなく、内容も知らない

無回答

8.0 

18.6 

68.7 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝964

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

44.8 

14.4 

27.6 

13.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問３ 人生会議（ACP）について、現在のご自身の状況に近い内容を選択してください。 

（１つを選択） 

現在のご自身の状況に近い内容については、「自分が望む医療や介護などについて考えたことがあるが、

家族などの身近な人と話し合ったことはない」が 42.6％と最も多く、次いで「自分が望む医療や介護な

どについて、家族などの身近な人と話し合っている（又は話し合ったことがある）」が 30.2％、「自分が

望む医療や介護などについて考えたことがない」が 20.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

自分が望む医療や介護などについて考えたことがない

自分が望む医療や介護などについて
考えたことがあるが、家族などの身近な人と

話し合ったことはない

自分が望む医療や介護などについて、
家族などの身近な人と話し合っている

（又は話し合ったことがある）

無回答

20.3 

42.6 

30.2 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問４ あなたが病気やその時の状態により常に医療や介護が必要になった時、どこで生活し、ど

こで最期を迎えたいと希望しますか。（１つを選択） 

医療や介護が必要になった時に最期を迎えたい場所については、「自宅で療養を続けて、最期も自宅で

迎えたい」が 29.0％と最も多く、次いで「病院で療養を続けて、最期も病院で迎えたい」が 16.0％、

「自宅で療養を続けて、最期は病院で迎えたい」が 15.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

自宅で療養を続けて、最期も自宅で迎えたい

自宅で療養を続けて、最期は施設で迎えたい

自宅で療養を続けて、最期は病院で迎えたい

施設で療養を続けて、最期は自宅で迎えたい

施設で療養を続けて、最期も施設で迎えたい

施設で療養を続けて、最期は病院で迎えたい

病院で療養を続けて、最期は自宅で迎えたい

病院で療養を続けて、最期は施設で迎えたい

病院で療養を続けて、最期も病院で迎えたい

その他

無回答

29.0 

3.1 

15.8 

2.7 

7.6 

6.0 

7.3 

1.3 

16.0 

2.9 

8.3 

0% 10% 20% 30%
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問５ 自宅で医療や介護を受けながら生活し続けるために必要なものは何だと思いますか。（３

つまで選択可） 

自宅で医療や介護を受けながら生活し続けるために必要なものについては、「訪問介護（ホームヘルプ

サービス）や通所介護（デイサービス）、ショートステイなどの在宅サービス」が 61.2％と最も多く、

次いで「往診に対応してくれる医師」が 60.7％、「医療や介護について相談ができる身近な機関」が

47.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

訪問介護（ホームヘルプサービス）や通所介護
（デイサービス）、ショートステイなどの在宅サービス

往診に対応してくれる医師

医療や介護について相談ができる身近な機関

自宅での生活を支えてくれる家族への支援

地域住民や医療や介護に携わる人の理解の促進・支援

金銭管理や契約行為を支える成年後見人等

その他

無回答

61.2 

60.7 

47.9 

43.5 

8.8 

6.1 

0.9 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80%
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問６ あなたが自宅で医療や介護を受けながら生活するとなった場合、特に心配や不安に思わ

れることを選んでください。（３つまで選択可） 

自宅で医療や介護を受けながら生活するとなった場合、特に心配や不安に思われることについては、

「家族の負担（身体的・精神的）」が 68.9％と最も多く、次いで「病状の変化による身体能力の低下」が

39.8％、「経済的な負担」が 39.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 認知症に関する相談窓口を知っていますか。（知っていましたか。） 

認知症に関する相談窓口の認知度については、「はい」が 33.5％、「いいえ」が 57.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

家族の負担（身体的・精神的）

病状の変化による身体能力の低下

経済的な負担

夜間や症状が急変した場合

十分な医療や介護が受けられるか

移動手段

仕事と介護の両立

住宅環境の不安

その他

特にない

無回答

68.9 

39.8 

39.5 

39.3 

32.9 

11.1 

6.0 

4.4 

0.4 

1.9 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝964

はい

いいえ

無回答

33.5 

57.6 

8.9 

0% 20% 40% 60%
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問８ あなたやご家族が認知症かもしれないと心配になったら、どこに相談しますか。または相

談しましたか。（２つまで選択可） 

認知症が疑われる場合の相談場所については、「身近な医療機関」が 47.0％と最も多く、次いで「高

齢者なんでも相談室」が 39.5％、「家族や親族」が 24.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

身近な医療機関

高齢者なんでも相談室

家族や親族

認知症の専門医

市役所

わからない

その他

無回答

47.0 

39.5 

24.0 

20.0 

8.2 

8.0 

3.0 

5.3 

0% 20% 40% 60%
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問９ あなたが思う認知症のイメージを教えてください。（３つまで選択可） 

認知症のイメージについては、「認知症になっても覚えていることやできることがある」が 64.3％と

最も多く、次いで「認知症になっても生活の工夫をしたり、サポートがあれば自分の趣味や、仕事、地域

での生活を継続できる」が 47.5％、「認知症になると身の回りのことができなくなり、介護施設に入っ

てサポートを利用することが必要になる」が 44.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

認知症になっても覚えていることやできることがある

認知症になっても生活の工夫をしたり、
サポートがあれば自分の趣味や、仕事、地域での

生活を継続できる

認知症になると身の回りのことができなくなり、
介護施設に入ってサポートを利用することが必要になる

認知症は誰もがなるものである

認知症になると何もわからなく（できなく）なってしまう

その他

無回答

64.3 

47.5 

44.0 

32.8 

23.3 

1.5 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 10 認知症のケアや支援制度について知っているものをあげてください。（複数回答可） 

認知症のケアや支援制度については、「認知症の診断を受け治療することで、進行を遅らせることがで

きる」が 72.3％と最も多く、次いで「若年性認知症という 65 歳未満の方が発症する認知症がある」が

53.1％、「高齢者なんでも相談室は、認知症の人や家族の相談窓口である」が 42.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

認知症の診断を受け治療することで、進行を遅らせることができる

若年性認知症という65歳未満の方が発症する認知症がある

高齢者なんでも相談室は、認知症の人や家族の相談窓口である

認知症の症状は、対応の仕方で改善することがある

1日30分以上歩くことが、認知症のリスクを低くすることにつながる

金銭管理や書類の整理・手続きの支援や成年後見制度を
利用することで財産管理や契約等を手助けしてもらえる

自分が地域の中で役割を持てていると感じることが、
認知症のリスクを低くすることにつながる

認知症の種類によっては、治るものもある

医療機関に、専門的な研修を受けた認知症サポート医がいる

知っているものはない

その他

無回答

72.3 

53.1 

42.3 

37.3 

27.7 

27.4 

20.7 

16.1 

12.8 

6.1 

0.4 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%



第２章 在宅介護実態調査 

41 

問 11 市が実施している認知症関係の事業を知っていますか。（複数回答可） 

市が実施している認知症関係事業の認知度については、「どれも知らない」が 43.6％と最も多く、次

いで「防災無線を通じた行方不明者の情報提供（SOS ネットワーク）」が 40.9％、「認知症の人の家族

のつどい「あびこ」」が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

防災無線を通じた行方不明者の情報提供
（SOSネットワーク）

認知症の人の家族のつどい「あびこ」

オレンジカフェ（認知症カフェ）

認知症サポーター養成講座

見守り安心GPS（徘徊探知システム）

認知症高齢者等見守りシール

認知症ガイドブック（我孫子市版認知症ケアパス）

認知症初期相談チームあびこ

本人ミーティング・あびこ

どれも知らない

無回答

40.9 

12.4 

10.0 

8.9 

7.6 

5.8 

4.9 

4.7 

0.9 

43.6 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 12 認知症の方が、自宅で生活し続けるために必要なものは何だと思いますか。 

（または何ですか。）（３つまで選択可） 

認知症の方が自宅で生活するために必要なものについては、「訪問介護（ホームヘルプサービス）や通

所介護（デイサービス）、ショートステイなどの在宅サービス」が 47.5％と最も多く、次いで「認知症

を診てもらえる身近な医師」が 41.2％、「認知症の相談ができる身近な機関」が 35.2％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝964

訪問介護（ホームヘルプサービス）や通所介護
（デイサービス）、ショートステイなどの在宅サービス

認知症を診てもらえる身近な医師

認知症の相談ができる身近な機関

介護者が休息できるよう、認知症の方を
預かるサービス

認知症の診断を受けた直後に、サービスの情報提供や
精神的サポートなどを受けられる支援

認知症の専門医

行方不明や見守り、安否確認体制の強化

金銭管理や書類の整理・手続きの支援

認知症を理解するための講座

本人・家族を含めたボランティア組織

消費者被害に対応する機関

家族の会

本人の会

わからない

その他

無回答

47.5 

41.2 

35.2 

27.9 

24.3 

15.0 

11.0 

8.0 

2.9 

1.7 

1.6 

0.9 

0.0 

8.6 

0.5 

9.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 13 高齢者なんでも相談室を知っていますか。（１つを選択） 

高齢者なんでも相談室の認知度については、「知っている」が 66.3％と最も多く、次いで「聞いたこ

とがある」が 14.9％、「知らない」が 14.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 問 13 で「１」と回答した方にお伺いします。 

  高齢者なんでも相談室になにか相談をしたことがありますか。（１つを選択） 

高齢者なんでも相談室の利用の有無については、「ある」が 73.2％、「ない」が 24.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

66.3 

14.9 

14.5 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝639

ある

ない

無回答

73.2 

24.1 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 15 問 14 で「１」と回答した方にお伺いします。 

高齢者なんでも相談室にどんな相談をしましたか。（複数選択可） 

高齢者なんでも相談室にした相談内容については、「介護保険の申請やサービス利用の相談」が 64.5％

と最も多く、次いで「ケアマネジャーに関する相談」が 35.0％、「日常の困りごとに関する相談」が 26.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝468

介護保険の申請やサービス利用の相談

ケアマネジャーに関する相談

日常の困りごとに関する相談

介護予防に関する相談

認知症に関する相談

市の高齢者サービスに関する相談
(配食サービス、緊急通報システムなど）

虐待に関する相談

消費者被害や詐欺等に関する相談

成年後見制度や財産管理に関する相談

その他

無回答

64.5 

35.0 

26.3 

16.7 

13.0 

7.7 

0.6 

0.4 

0.0 

2.6 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 16 問 14 で「１」と回答した方にお伺いします。 

高齢者なんでも相談室に相談した結果はいかがでしたか。（１つを選択） 

高齢者なんでも相談室に相談した結果については、「満足できた」が 51.5％と最も多く、次いで「ま

あ満足できた」が 32.3％、「あまり満足できなかった」が 7.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 介護が必要となったら、どのような介護を受けたいとお考えですか。また、現在介護を

受けている方は、今後どのような介護を受けたいとお考えですか。（１つを選択） 

介護を受ける際の考え方については、「介護保険サービスを利用しながら、自宅で介護を受けたい」が

55.2％、「介護保険の施設に入所して介護を受けたい」が 24.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝468

満足できた

まあ満足できた

あまり満足できなかった

不満である

無回答

51.5 

32.3 

7.3 

2.4 

6.6 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝964

介護保険サービスを利用しながら、
自宅で介護を受けたい

介護保険の施設に入所して介護を受けたい

わからない

その他

無回答

55.2 

24.8 

12.2 

0.9 

6.8 

0% 20% 40% 60%
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問 18 介護保険制度では、保険料と介護保険サービスの利用については関連がありますが、あ

なたの考えに最も近いのはどれですか。（１つを選択） 

介護保険制度の考え方については、「保険料が高くなっても、十分に施設や在宅サービスを整備する」

の 8.8％と、「多少保険料が高くなっても、施設や在宅サービスを整備する」の 35.3％を合わせた「保

険料が高くなっても、整備する」が 44.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

保険料が高くなっても、十分に施設や
在宅サービスを整備する

多少保険料が高くなっても、施設や
在宅サービスを整備する

保険料が高くならないように、施設や
在宅サービスの整備を限定する

わからない

その他

無回答

8.8 

35.3 

28.7 

20.0 

1.0 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40%



第２章 在宅介護実態調査 

47 

問 19 主な介護者の状況にあてはまるものについてご回答ください。（複数選択可） 

主な介護者の状況については、「高齢者である（65 歳以上）」が 51.2％と最も多く、次いで「仕事を

している」が 31.2％、「要介護認定を受けている」が 13.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝964

高齢者である（65歳以上）

仕事をしている

要介護認定を受けている

介護者のために経済的な負担をしている

遠方（１時間以上）に住んでいる

病気療養中である

障害者である

他に介護（ケア）をしている高齢者がいる

他に病気療養中の家族がいる

子育て中である

他にケアをしている障害者がいる

学生である

未成年である

その他

無回答

51.2 

31.2 

13.7 

8.8 

8.7 

7.1 

6.5 

4.4 

3.6 

3.4 

2.6 

0.0 

0.0 

3.0 

14.0 

0% 20% 40% 60%
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問 20 あなたは、今現在、どの程度幸せですか。（「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を１０

点として、あてはまるものに〇を付けてください。） 

現在の幸福度については、「５点」が 18.8％と最も多く、次いで「８点」が 18.3％、「7 点」が 14.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点

無回答

1.1 

0.2 

2.3 

3.0 

3.0 

18.8 

7.6 

14.0 

18.3 

8.9 

12.3 

10.5 

0% 5% 10% 15% 20%
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問 21 介護保険を利用するにあたって、ケアマネジャーの対応に満足していますか。 

（１つを選択） 

ケアマネジャーの対応については、「満足している」が 41.9％と最も多く、次いで「ほぼ満足してい

る」が 32.5％、「サービスを利用していない」が 7.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 現在利用しているサービスに満足していますか。（１つを選択） 

現在利用しているサービスの満足度については、「ほぼ満足している」が 39.7％と最も多く、次いで

「満足している」が 31.4％、「サービスを利用していない」が 9.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｎ＝964

満足している

ほぼ満足している

少し不満がある

大いに不満がある

わからない

サービスを利用していない

無回答

41.9 

32.5 

5.5 

1.0 

4.5 

7.5 

7.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝964

満足している

ほぼ満足している

少し不満がある

大いに不満がある

わからない

サービスを利用していない

無回答

31.4 

39.7 

6.6 

0.9 

3.9 

9.8 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40%
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問 23 あなたは地域の避難場所・経路を把握していますか。（１つを選択） 

地域の避難場所・経路については、「避難場所・経路ともに把握している」が 43.5％と最も多く、次

いで「どちらも把握していない」が 27.0％、「避難場所は把握しているが、経路は把握していない」が

20.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 避難するにあたり不安はありますか。（複数選択可） 

避難するにあたり不安に感じていることについては、「避難場所での生活が不安」が 58.1％と最も多

く、次いで「持病があるので不安」が 31.1％、「避難場所への移動手段がない」が 28.2％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝964

避難場所・経路ともに把握している

避難場所は把握しているが、
経路は把握していない

どちらも把握していない

無回答

43.5 

20.4 

27.0 

9.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝964

避難場所での生活が不安

持病があるので不安

避難場所への移動手段がない

避難場所への移動にあたり、協力を
得られる人がいない

医療的な処置や介護を必要とする
家族がいるので不安

ペットを連れて避難できるか不安

その他

不安はない

無回答

58.1 

31.1 

28.2 

20.6 

11.4 

5.9 

2.0 

7.1 

10.1 

0% 20% 40% 60%
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１ 調査票の記入者 

 

調査票を記入されたのはどなたですか。○をつけてください。 

調査票の記入者については、「あて名のご本人が記入」が 90.9％、「ご家族が記入」が 5.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 設問別の回答結果 

 

問１ あなたのご家族や生活状況について 

（１）家族構成をお教えください。 

家族構成については、「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」が 35.6％と最も多く、次いで「1 人暮

らし」が 27.3％、「息子・娘との２世帯」が 16.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

あて名のご本人が記入

ご家族が記入

その他

無回答

90.9 

5.0 

0.1 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

１人暮らし

夫婦２人暮らし(配偶者65歳以上)

夫婦２人暮らし(配偶者64歳以下)

息子・娘との２世帯

その他

無回答

27.3 

35.6 

4.3 

16.2 

12.8 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40%
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（２）あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。 

介護・介助の必要性については、「介護・介助は必要ない」が 88.3％と最も多く、次いで「何らかの介

護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 5.7％、「現在、何らかの介護を受けている（介護認定を

受けずに家族などの介護を受けている場合も含む）」が 5.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。 

経済状況については、「ふつう」が 61.0％と最も多く、次いで「やや苦しい」が 20.3％、「ややゆと

りがある」が 9.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

大変苦しい

やや苦しい

ふつう

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

6.0 

20.3 

61.0 

9.7 

1.8 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けず
に家族などの介護を受けている場合も含む）

無回答

88.3 

5.7 

5.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか。 

住宅の種別については、「持家（一戸建て）」が 70.1％と最も多く、次いで「持家（集合住宅）」が 15.8％、

「民間賃貸住宅（集合住宅）」が 5.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ からだを動かすことについて 

（１）階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。 

階段を手すりや壁をつたわらずに昇れるかについては、「できるし、している」が 63.4％と最も多く、

次いで「できるけどしていない」が 21.3％、「できない」が 13.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

63.4 

21.3 

13.8 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

持家（一戸建て）

持家（集合住宅）

民間賃貸住宅（集合住宅）

公営賃貸住宅

民間賃貸住宅（一戸建て）

借家

その他

無回答

70.1 

15.8 

5.7 

5.1 

0.7 

0.7 

1.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%



第３章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

56 

（２）椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。 

何もつかまらずに椅子から立ち上がれるかについては、「できるし、している」が 79.6％と最も多く、

次いで「できるけどしていない」が 10.9％、「できない」が 8.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）15 分位続けて歩いていますか。 

15 分位続けて歩けるかについては、「できるし、している」が 81.4％と最も多く、次いで「できるけ

どしていない」が 11.8％、「できない」が 5.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）過去１年間に転んだ経験がありますか。 

過去１年間の転んだ経験については、「ない」が 68.6％と最も多く、次いで「1 度ある」が 22.2％、

「何度もある」が 8.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

79.6 

10.9 

8.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

81.4 

11.8 

5.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

何度もある

１度ある

ない

無回答

8.5 

22.2 

68.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%
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（５）転倒に対する不安は大きいですか。 

転倒に対する不安については、「やや不安である」が 36.6％と最も多く、次いで「あまり不安でない」

が 31.3％、「不安でない」が 19.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）週に１回以上は外出していますか。 

外出の頻度については、「週２～４回」が 43.6％と最も多く、次いで「週５回以上」が 41.3％、「週

１回」が 9.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

ほとんど外出しない

週１回

週２～４回

週５回以上

無回答

5.2 

9.0 

43.6 

41.3 

1.0 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝1766

とても不安である

やや不安である

あまり不安でない

不安でない

無回答

11.4 

36.6 

31.3 

19.6 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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（７）昨年と比べて外出の回数が減っていますか。 

昨年と比較した外出の頻度については、「減っていない」が 41.3％と最も多く、次いで「あまり減っ

ていない」が 30.6％、「減っている」が 24.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）外出を控えていますか。 

外出を控えているかについては、「いいえ」が 82.3％、「はい」が 14.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

とても減っている

減っている

あまり減っていない

減っていない

無回答

3.2 

24.0 

30.6 

41.3 

0.9 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

14.8 

82.3 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（８）① （８）で「１．はい」（外出を控えている）の方のみ 

外出を控えている理由は、次のどれですか。（いくつでも） 

外出を控えている理由については、「足腰などの痛み」が 52.7％と最も多く、次いで「トイレの心配

（失禁など）」が 21.0％、「病気」「外での楽しみがない」が各 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝262

足腰などの痛み

トイレの心配(失禁など)

病気

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

目の障害

耳の障害（聞こえの問題など）

障害（脳卒中の後遺症など）

その他

無回答

52.7 

21.0 

15.6 

15.6 

15.3 

15.3 

9.5 

7.6 

6.9 

11.5 

5.3 

0% 20% 40% 60%
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（９）外出する際の移動手段は何ですか。（いくつでも） 

外出時の移動手段については、「徒歩」が 75.3％と最も多く、次いで「電車」が 53.5％、「自動車（自

分で運転）」が 52.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

徒歩

電車

自動車（自分で運転）

路線バス

自転車

自動車（人に乗せてもらう）

タクシー

病院や施設のバス

バイク

歩行器・シルバーカー

車いす

電動車いす（カート）

その他

無回答

75.3 

53.5 

52.0 

30.1 

25.0 

18.3 

9.4 

8.8 

2.2 

1.2 

0.5 

0.2 

0.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%



第３章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

61 

問３ 食べることについて 

（１）身長・体重 

１．身長 

身長については、「160～169cm」が 36.7％と最も多く、次いで「150～159cm」が 30.9％、

「170～179cm」が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．体重 

体重については、「50～59kg」が 30.4％と最も多く、次いで「60～69kg」が 27.9％、「40～49kg」

が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

149㎝以下

150～159㎝

160～169㎝

170～179㎝

180㎝以上

無回答

10.8 

30.9 

36.7 

18.0 

1.2 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝1766

39㎏以下

40～49㎏

50～59㎏

60～69㎏

70～79㎏

80㎏以上

無回答

2.2 

17.6 

30.4 

27.9 

13.6 

4.3 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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３．BMI 

BMI については、18.5～25.0 未満（標準）」が 66.9％と最も多く、次いで「25.0 以上（肥満）」が

21.2％、「18.5 未満（やせ）」が 7.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。 

固いものが食べにくくなったかについては、「いいえ」が 71.1％、「はい」が 27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）お茶や汁物等でむせることがありますか。 

お茶等でむせることがあるかについては、「いいえ」が 72.0％、「はい」が 27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

18.5未満（やせ）

18.5～25.0未満（標準）

25.0以上（肥満）

無回答

7.4 

66.9 

21.2 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

27.6 

71.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

27.6 

72.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%
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（４）口の渇きが気になりますか。 

口の渇きが気になるかについては、「いいえ」が 73.1％、「はい」が 26.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください。（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて 32

本です） 

歯の数と入れ歯の利用状況については、「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」が 34.5％と最

も多く、次いで「自分の歯は 19 本以下、かつ入れ歯を利用」が 32.9％、「自分の歯は 20 本以上、か

つ入れ歯を利用」が 21.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか。 

６か月間で２～３kg 以上の体重減少があったかについては、「いいえ」が 86.9％、「はい」が 12.5％

となっています。 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

26.4 

73.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

12.5 

86.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用

自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用

自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答

21.2 

34.5 

32.9 

9.6 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40%
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（７）どなたかと食事をともにする機会はありますか。 

誰かとの食事の機会については、「毎日ある」が 47.5％と最も多く、次いで「月に何度かある」が

19.2％、「年に何度かある」が 14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 毎日の生活について 

（１）物忘れが多いと感じますか。 

物忘れが多いと感じるかについては、「いいえ」が 57.8％、「はい」が 41.1％となっています。 

 

 

 

  

ｎ＝1766

毎日ある

週に何度かある

月に何度かある

年に何度かある

ほとんどない

無回答

47.5 

9.5 

19.2 

14.0 

8.9 

1.0 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

41.1 

57.8 

1.1 

0% 20% 40% 60%
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（２）自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか。 

自分で電話をかけられるかについては、「はい」が 82.7％、「いいえ」が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今日が何月何日かわからない時がありますか。 

今日の日付がわからない時があるかについては、「いいえ」が 73.8％、「はい」が 25.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）バスや電車を使って 1 人で外出していますか。（自家用車でも可） 

公共交通を使用して１人で外出できるかについては、「できるし、している」が 85.6％と最も多く、

次いで「できるけどしていない」が 9.2％、「できない」が 5.0％となっています。 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

82.7 

16.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

25.5 

73.8 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

85.6 

9.2 

5.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）自分で食品・日用品の買物をしていますか。 

日用品等の買い物をしているかについては、「できるし、している」が 85.6％と最も多く、次いで「で

きるけどしていない」が 10.7％、「できない」が 3.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）自分で食事の用意をしていますか。 

食事の用意については、「できるし、している」が 70.2％と最も多く、次いで「できるけどしていな

い」が 21.7％、「できない」が 7.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

85.6 

10.7 

3.6 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

70.2 

21.7 

7.7 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%
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（７）自分で請求書の支払いをしていますか。 

請求書払いについては、「できるし、している」が 84.3％と最も多く、次いで「できるけどしていな

い」が 11.9％、「できない」が 3.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）自分で預貯金の出し入れをしていますか。 

預貯金の出し入れについては、「できるし、している」が 84.9％と最も多く、次いで「できるけどし

ていない」が 11.0％、「できない」が 3.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

84.3 

11.9 

3.5 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

84.9 

11.0 

3.6 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（９）友人の家を訪ねていますか。 

友人の家を訪問しているかについては、「いいえ」が 57.4％、「はい」が 41.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）家族や友人の相談にのっていますか。 

相談にのることがあるかについては、「はい」が 72.0％、「いいえ」が 26.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

41.8 

57.4 

0.8 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

72.0 

26.7 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%
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問５ 地域での活動について 

（１）以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか。 

① ボランティアのグループ 

ボランティアのグループへの参加頻度については、「参加していない」が 70.3％と最も多く、次いで

「月１～３回」が 4.4％、「年に数回」が 4.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② スポーツ関係のグループやクラブ 

スポーツ関係のグループやクラブへの参加頻度については、「参加していない」が 58.4％と最も多く、

次いで「週 2～３回」が 9.3％、「月１～３回」が 5.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

5.1 

9.3 

5.2 

5.5 

3.2 

58.4 

13.3 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝1766

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.7 

1.7 

1.5 

4.4 

4.2 

70.3 

17.1 

0% 20% 40% 60% 80%
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③ 趣味関係のグループ 

趣味関係のグループへの参加頻度については、「参加していない」が 56.6％と最も多く、次いで「月

１～３回」が 13.3％、「年に数回」が 5.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 学習・教養サークル 

学習・教養サークルへの参加頻度については、「参加していない」が 72.3％と最も多く、次いで「月

１～３回」が 4.4％、「年に数回」が 2.5％となっています。 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

1.6 

4.6 

5.5 

13.3 

5.9 

56.6 

12.4 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝1766

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.2 

0.7 

1.7 

4.4 

2.5 

72.3 

18.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑤ きらめきデイサービスなど介護予防のための通いの場 

きらめきデイサービスなど介護予防のための通いの場への参加頻度については、「参加していない」が

79.0％と最も多く、次いで「週２～３回」が 0.9％、「週１回」が 0.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 老人クラブ 

老人クラブへの参加頻度については、「参加していない」が 77.7％と最も多く、次いで「月１～３回」

が 1.5％、「年に数回」が 1.1％となっています。 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.1 

0.9 

0.7 

0.2 

0.3 

79.0 

18.7 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.2 

0.3 

0.8 

1.5 

1.1 

77.7 

18.4 

0% 20% 40% 60% 80%
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⑦ 町内会・自治会 

町内会・自治会への参加頻度については、「参加していない」が 59.5％と最も多く、次いで「年に数

回」が 18.1％、「月１～３回」が 4.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 収入のある仕事 

収入のある仕事への参加頻度については、「参加していない」が 60.5％と最も多く、次いで「週４回

以上」が 11.7％、「週２～３回」が 7.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.3 

0.6 

0.7 

4.2 

18.1 

59.5 

16.6 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝1766

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

11.7 

7.8 

1.5 

1.8 

1.2 

60.5 

15.5 

0% 20% 40% 60% 80%
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（２）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした

地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思いますか。 

健康づくり活動や趣味等のグループ活動への参加意欲については、「参加してもよい」が 50.6％と最

も多く、次いで「参加したくない」が 34.7％、「是非参加したい」が 6.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした

地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参加してみ

たいと思いますか。 

健康づくり活動や趣味等のグループ活動への企画・運営での参加意欲については、「参加したくない」

が 61.2％と最も多く、次いで「参加してもよい」が 31.4％、「既に参加している」が 3.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

6.3 

50.6 

34.7 

5.8 

2.5 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝1766

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

1.3 

31.4 

61.2 

3.5 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80%
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問６ 就労について  

（１）現在のあなたの就労状態はどれですか。（いくつでも） 

現在の就労状況については、「引退した」が 61.0％と最も多く、次いで「非常勤（パート・アルバイト

等）」が 14.8％、「職に就いたことがない」が 8.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）① （１）において「２.引退した」の方のみ 

あなたはいつ引退しましたか。 

引退した時期については、「平成」が 53.1％と最も多く、次いで「令和」が 27.4％、「昭和」が 6.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1078

昭和

平成

令和

無回答

6.6 

53.1 

27.4 

13.0 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝1766

職に就いたことがない

引退した

常勤（フルタイム）

非常勤（パート・アルバイト等）

自営業

求職中

その他

無回答

8.1 

61.0 

6.3 

14.8 

6.1 

0.8 

2.7 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80%
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問７ たすけあいについて  

（１）あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人。（いくつでも） 

心配事や愚痴を聞いてくれる人については、「配偶者」が 49.8％と最も多く、次いで「友人」が 44.0％、

「別居の子ども」が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

配偶者

友人

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

同居の子ども

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

49.8 

44.0 

40.9 

28.8 

19.7 

11.7 

1.5 

5.8 

1.0 

0% 20% 40% 60%
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（２）反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人。（いくつでも） 

心配事や愚痴を聞いてあげる人については、「配偶者」が 48.0％と最も多く、次いで「友人」が 42.3％、

「別居の子ども」が 36.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

配偶者

友人

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

同居の子ども

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

48.0 

42.3 

36.9 

29.6 

17.3 

12.6 

1.2 

7.2 

2.3 

0% 20% 40% 60%
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（３）あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人。（いくつでも） 

看病や世話をしてくれる人については、「配偶者」が 52.8％と最も多く、次いで「別居の子ども」が

34.1％、「同居の子ども」が 23.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

配偶者

別居の子ども

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

友人

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

52.8 

34.1 

23.2 

10.6 

5.7 

2.6 

0.9 

8.7 

2.9 

0% 20% 40% 60%
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（４）反対に、看病や世話をしてあげる人。（いくつでも） 

看病や世話をしてあげる人については、「配偶者」が 51.9％と最も多く、次いで「別居の子ども」が

24.3％、「同居の子ども」が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

配偶者

別居の子ども

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

友人

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

51.9 

24.3 

22.0 

16.3 

6.5 

2.8 

0.7 

15.9 

4.4 

0% 20% 40% 60%



第３章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

79 

（５）友人・知人と会う頻度はどれくらいですか。 

友人・知人と会う頻度については、「月に何度かある」が 25.8％と最も多く、次いで「週に何度かあ

る」が 23.0％、「年に何度かある」が 22.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 健康について 

（１）現在のあなたの健康状態はいかがですか。 

健康状態については、「まあよい」が 70.6％と最も多く、次いで「あまりよくない」が 15.5％、「と

てもよい」が 9.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

毎日ある

週に何度かある

月に何度かある

年に何度かある

ほとんどない

無回答

7.0 

23.0 

25.8 

22.4 

18.3 

3.5 

0% 10% 20% 30%

ｎ＝1766

とてもよい

まあよい

あまりよくない

よくない

無回答

9.3 

70.6 

15.5 

2.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%
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（２）あなたは、現在どの程度幸せですか。 

（「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を 10 点として、ご記入ください） 

現在の幸福度については、「８点」が 26.6％と最も多く、次いで「7 点」が 17.8％、「5 点」が 14.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点

無回答

0.2 

0.7 

0.5 

2.2 

1.9 

14.9 

9.1 

17.8 

26.6 

10.0 

13.3 

2.9 

0% 10% 20% 30%
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（３）この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありましたか。 

気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになることがあるかについては、「いいえ」が 64.3％、「はい」が

32.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感じが

よくありましたか。 

どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感じがよくあるかについては、

「いいえ」が 75.7％、「はい」が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

32.9 

64.3 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

21.0 

75.7 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%
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（５）お酒は飲みますか。 

飲酒をするかについては、「ほとんど飲まない」が 28.0％と最も多く、次いで「もともと飲まない」

が 26.6％、「ほぼ毎日飲む」が 26.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）タバコは吸っていますか。 

喫煙をするかについては、「もともと吸っていない」が 51.1％と最も多く、次いで「吸っていたがや

めた」が 37.9％、「ほぼ毎日吸っている」が 8.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

ほぼ毎日飲む

時々飲む

ほとんど飲まない

もともと飲まない

無回答

26.4 

17.2 

28.0 

26.6 

1.9 

0% 10% 20% 30%

ｎ＝1766

ほぼ毎日吸っている

時々吸っている

吸っていたがやめた

もともと吸っていない

無回答

8.5 

0.8 

37.9 

51.1 

1.7 

0% 20% 40% 60%
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（７）現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。（いくつでも） 

治療中や後遺症のある病気については、「高血圧」が 44.5％と最も多く、次いで「目の病気」が 16.9％、

「高脂血症（脂質異常）」が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

高血圧

目の病気

高脂血症（脂質異常）

糖尿病

心臓病

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

耳の病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

がん（悪性新生物）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

外傷（転倒・骨折等）

血液・免疫の病気

認知症(アルツハイマー病等)

うつ病

パーキンソン病

その他

ない

無回答

44.5 

16.9 

16.7 

15.8 

12.5 

11.9 

11.1 

6.4 

6.1 

5.5 

4.5 

3.2 

2.4 

1.6 

1.3 

1.2 

0.3 

4.2 

13.5 

6.1 

0% 20% 40% 60%
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（８）フレイルについて、知っていますか。 

フレイルの認知度については、「言葉も、意味も知らない」が 42.1％と最も多く、次いで「言葉も、意

味も知っている」が 38.5％、「言葉は知っているが、意味は知らない」が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

言葉も、意味も知っている

言葉は知っているが、意味は知らない

言葉も、意味も知らない

無回答

38.5 

17.3 

42.1 

2.1 

0% 20% 40% 60%
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問９ 認知症について 

（１）認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいますか。 

自分もしくは家族に認知症の症状がある人がいるかについては、「いいえ」が 87.4％、「はい」が 11.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）認知症に関する相談窓口を知っていますか。 

認知症に関する相談窓口の認知度については、「いいえ」が 64.4％、「はい」が 33.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

11.5 

87.4 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

33.4 

64.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%
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（３）あなたやご家族が認知症かもしれないと心配になったら、どこに相談しますか。または相談

しましたか。（２つまで選択可） 

認知症について相談する場所については、「身近な医療機関」が 50.8％と最も多く、次いで「高齢者

なんでも相談室」が 30.3％、「家族や親族」が 27.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）あなたが思う認知症のイメージを教えてください。（３つまで選択可） 

認知症のイメージについては、「認知症になっても覚えていることやできることがある」が 70.2％と

最も多く、次いで「認知症になっても生活の工夫をしたり、サポートがあれば自分の趣味や、仕事、地域

での生活を継続できる」が 64.0％、「認知症になると身の回りのことができなくなり、介護施設に入っ

てサポートを利用することが必要になる」が 38.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

認知症になると何もわからなく
（できなく）なってしまう

認知症になっても覚えていることや
できることがある

認知症になっても生活の工夫をしたり、サポートがあ
れば自分の趣味や、仕事、地域での生活を継続できる

認知症になると身の回りのことができなくなり、介護
施設に入ってサポートを利用することが必要になる

認知症は誰もがなるものである

その他

無回答

14.2 

70.2 

64.0 

38.1 

30.2 

1.5 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

身近な医療機関

高齢者なんでも相談室

家族や親族

認知症の専門医

市役所

その他

わからない

無回答

50.8 

30.3 

27.2 

18.2 

12.9 

0.5 

9.3 

4.2 

0% 20% 40% 60%
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（５）認知症のケアや支援制度について知っているものをあげてください。（いくつでも） 

認知症のケアや支援制度については、「認知症の診断を受け治療することで、進行を遅らせることがで

きる」が 82.8％と最も多く、次いで「若年性認知症という 65 歳未満の方が発症する認知症がある」が

64.9％、「認知症の症状は、対応の仕方で改善することがある」が 44.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

認知症の診断を受け治療することで、
進行を遅らせることができる

若年性認知症という65歳未満の方が
発症する認知症がある

認知症の症状は、対応の仕方で
改善することがある

高齢者なんでも相談室は、
認知症の人や家族の相談窓口である

金銭管理や書類の整理・手続きの支援や成年後見制度を利用す
ることで財産管理や契約等を手助けしてもらえる

1日30分以上歩くことが、認知症のリスクを
低くすることにつながる

自分が地域の中で役割を持てていると
感じることが、認知症のリスクを低くすることにつながる

認知症の種類によっては、治るものもある

医療機関に、専門的な研修を受けた
認知症サポート医がいる

その他

知っているものはない

無回答

82.8 

64.9 

44.5 

40.0 

39.9 

37.9 

29.2 

18.7 

18.5 

0.5 

5.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）市が実施している認知症関係の事業を知っていますか。（いくつでも） 

市が実施している認知症関係事業の認知度については、「防災無線を通じた行方不明者の情報提供

（SOS ネットワーク）」が 46.4％と最も多く、次いで「どれも知らない」が 43.8％、「認知症サポータ

ー養成講座」が 10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

防災無線を通じた行方不明者の情報提供
（SOSネットワーク）

認知症サポーター養成講座

認知症の人の家族のつどい「あびこ」

オレンジカフェ（認知症カフェ）

見守り安心GPS（徘徊探知システム）

認知症初期相談チームあびこ

認知症ガイドブック
（我孫子市版認知症ケアパス）

認知症高齢者等見守りシール

本人ミーティング・あびこ

どれも知らない

無回答

46.4 

10.0 

9.9 

8.3 

7.6 

7.3 

7.2 

6.5 

1.2 

43.8 

3.5 

0% 20% 40% 60%
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（７）認知症の方が、自宅で生活し続けるために必要なものは何だと思いますか。（３つまで選択可） 

認知症の方が自宅で生活するために必要なものについては、「訪問介護（ホームヘルプサービス）や通

所介護（デイサービス）、ショートステイなどの在宅サービス」が 51.6％と最も多く、次いで「認知症

の相談ができる身近な機関」が 39.5％、「認知症を診てもらえる身近な医師」が 38.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

訪問介護（ホームヘルプサービス）や通所介護（デイサービ
ス）、ショートステイなどの在宅サービス

認知症の相談ができる身近な機関

認知症を診てもらえる身近な医師

介護者が休息できるよう、認知症の方を預かるサービス

認知症の診断を受けた直後に、サービスの情報提供や精神的
サポートなどを受けられる支援

認知症の専門医

行方不明や見守り、安否確認体制の強化

金銭管理や書類の整理・手続きの支援

認知症を理解するための講座

本人・家族を含めたボランティア組織

消費者被害に対応する機関

家族の会

本人の会

その他

わからない

無回答

51.6 

39.5 

38.0 

28.7 

26.3 

14.2 

11.0 

8.3 

5.3 

2.7 

1.2 

1.0 

0.6 

0.2 

7.9 

8.4 

0% 20% 40% 60%
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（８）あなたが地域で暮らす認知症の人にできる（できそうな）支援についてお答えください。 

（いくつでも） 

地域で暮らす認知症の人にできる支援については、「声かけ」が 60.4％と最も多く、次いで「見守り」

が 43.5％、「ゴミ出しなどちょっとした家事の手伝い」が 29.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1766

声かけ

見守り

ゴミ出しなどちょっとした家事の手伝い

近くの場所の案内（ちょっとした道案内）

話し相手

買い物代行・同行

外出時の移動支援

その他

自分にできることは何もない/わからない

無回答

60.4 

43.5 

29.1 

27.9 

25.4 

9.7 

6.7 

0.7 

21.9 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 10 高齢者なんでも相談室について 

（１）高齢者なんでも相談室を知っていますか。 

高齢者なんでも相談室の認知度については、「知っている」が 42.4％と最も多く、次いで「知らない」

が 36.1％、「聞いたことがある」が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） （１）において「１．知っている」の方のみ 

高齢者なんでも相談室になにか相談をしたことがありますか。 

高齢者なんでも相談室に相談したことがあるかについては、「ない」が 58.1％、「ある」が 38.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

42.4 

20.0 

36.1 

1.5 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝749

ある

ない

無回答

38.7 

58.1 

3.2 

0% 20% 40% 60%



第３章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

92 

（３） （２）において「１．ある」の方のみ 

高齢者なんでも相談室にどんな相談をしましたか。（いくつでも） 

高齢者なんでも相談室に相談した内容については、「介護保険の申請やサービス利用の相談」が 47.2％

と最も多く、次いで「日常の困りごとに関する相談」が 30.0％、「ケアマネジャーに関する相談」が 21.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝290

介護保険の申請やサービス利用の相談

日常の困りごとに関する相談

ケアマネジャーに関する相談

介護予防に関する相談

認知症に関する相談

市の高齢者サービスに関する相談（配食サー
ビス、緊急通報システムなど）

虐待に関する相談

成年後見制度や財産管理に関する相談

消費者被害や詐欺等に関する相談

その他

無回答

47.2 

30.0 

21.4 

16.6 

15.5 

6.9 

1.0 

1.0 

0.0 

5.9 

6.2 

0% 20% 40% 60%
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（４） （２）において「１．ある」の方のみ 

高齢者なんでも相談室に相談した結果はいかがでしたか。 

高齢者なんでも相談室に相談した結果については、「満足できた」が 41.4％と最も多く、次いで「ま

あ満足できた」が 40.3％、「あまり満足できなかった」が 11.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 介護について 

（１）介護が必要となったら、どのような介護を受けたいとお考えですか。また、現在介護を受け

ている方は、今後どのような介護を受けたいとお考えですか。 

受けたい介護については、「介護保険サービスを利用しながら、自宅で介護を受けたい」が 51.5％、

「介護保険の施設に入所して介護を受けたい」が 22.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝290

満足できた

まあ満足できた

あまり満足できなかった

不満である

無回答

41.4 

40.3 

11.7 

2.4 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝1766

介護保険サービスを利用しながら、
自宅で介護を受けたい

介護保険の施設に入所して
介護を受けたい

わからない

その他

無回答

51.5 

22.8 

20.0 

0.8 

4.8 

0% 20% 40% 60%
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（２）介護保険制度では、保険料と介護保険サービスの利用については関連がありますが、あなた

の考えに最も近いのはどれですか。 

介護保険制度の考え方については、「保険料が高くなっても、十分に施設や在宅サービスを整備する」

の 6.8％と、「多少保険料が高くなっても、施設や在宅サービスを整備する」の 36.0％を合わせた「保

険料が高くなっても、整備する」が 42.8％となっています。 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

保険料が高くなっても、
十分に施設や在宅サービスを整備する

多少保険料が高くなっても、
施設や在宅サービスを整備する

保険料が高くならないように、
施設や在宅サービスの整備を限定する

わからない

その他

無回答

6.8 

36.0 

32.9 

20.2 

0.5 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40%



第３章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

95 

問 12 在宅サービスについて 

（１）今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらなる充実

が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。（いくつでも） 

在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスについては、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」

が 44.2％と最も多く、次いで「配食」が 41.3％、「掃除・洗濯」が 37.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

配食

掃除・洗濯

外出同行（通院、買い物など）

ごみ出し

見守り、声かけ

買い物（宅配は含まない）

調理

サロンなどの定期的な通いの場

その他

無回答

44.2 

41.3 

37.8 

33.5 

32.6 

28.1 

25.1 

16.5 

11.2 

3.4 

14.7 

0% 20% 40% 60%
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問 13 食べることやからだを動かすことについて 

（１）１日３食きちんと食べていますか。 

食事は１日３食とるかについては、「はい」が 90.7％、「いいえ」が 8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか。 

歩行速度が遅くなったかについては、「はい」が 61.7％、「いいえ」が 37.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われていますか。 

物忘れがあると言われるかについては、「いいえ」が 86.3％、「はい」が 12.1％となっています。 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

90.7 

8.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

61.7 

37.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

はい

いいえ

無回答

12.1 

86.3 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 14 情報通信機器の使用について 

（１）固定電話以外に情報通信機器を使用していますか。（いくつでも） 

固定電話以外の情報通信機器の使用については、「スマートフォン」が 77.6％と最も多く、次いで「パ

ソコン」が 40.8％、「携帯電話（いわゆるガラケー）」が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

スマートフォン

パソコン

携帯電話（いわゆるガラケー）

タブレット

使用していない

その他

無回答

77.6 

40.8 

13.9 

12.0 

7.5 

0.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%
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（２）情報通信機器を使用してどんなことをしていますか。（いくつでも） 

情報通信機器を使用して行うことについては、「LINE（ライン）」が 63.2％と最も多く、次いで「イン

ターネット閲覧・検索」が 61.9％、「電子メール」が 43.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

LINE（ライン）

インターネット閲覧・検索

電子メール

Youtube（ユーチューブ）（視聴・配信）

買物（ネットショッピング）

予約や申請などの手続き

災害情報

預金取引・投資・家計管理

市のホームページ

市のメール配信

ゲーム・カラオケ等の娯楽アプリ

健康管理・運動

仕事

本や雑誌の購読

Zoom（ズーム）などのWeb会議ツール

Instagram（インスタグラム）

X（エックス）（旧Twitter（ツイッター））

TikTok（ティックトック）

フリマアプリ

その他

無回答

63.2 

61.9 

43.3 

31.7 

31.1 

26.3 

18.9 

18.6 

17.0 

16.4 

15.6 

15.2 

10.9 

8.4 

6.7 

5.4 

5.3 

3.2 

3.0 

3.1 

13.7 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 15 高齢者福祉センターつつじ荘について 

（１）高齢者福祉センターつつじ荘を知っていますか、また利用したことはありますか。 

高齢者福祉センターつつじ荘の認知度については、「名称は知っているが、利用したことはない」が

62.3％と最も多く、次いで「名称は聞いたことはなく、利用したこともない」が 31.3％、「名称を知っ

ており、利用したことがある」が 5.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後、高齢者福祉センターつつじ荘を利用したいと思いますか。（○はひとつ） 

今後の高齢者福祉センターつつじ荘の利用については、「利用しないと思う」が 24.4％、「利用したい

と思う」が 13.2％となっています。 

 

 

 

   

ｎ＝1766

名称を知っており、利用したことがある

名称は知っているが、利用したことはない

名称は聞いたことはなく、利用したこともない

無回答

5.7 

62.3 

31.3 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

利用したいと思う

利用しないと思う

わからない

無回答

13.2 

24.4 

56.5 

5.9 

0% 20% 40% 60%
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（３） （２）において「１.利用したいと思う」の方のみ 

今後、高齢者福祉センターつつじ荘に求めることを教えてください。（３つまで選択可） 

高齢者福祉センターつつじ荘に求めることについては、「入浴サービス」が 44.6％と最も多く、次い

で「仲間づくり支援」が 40.3％、「健康増進や介護予防のための講座」が 34.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝233

入浴サービス

仲間づくり支援

健康増進や介護予防のための講座

健康生活相談

イベント

世代間交流

団体活動支援

ｅスポーツ

就労支援

特にない

その他

無回答

44.6 

40.3 

34.8 

33.5 

17.6 

15.5 

7.3 

5.6 

1.3 

3.4 

0.4 

6.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（４） （２）において「２.利用しないと思う」及び「３.わからない」の方のみ 

どのような理由からですか。 

利用しない理由については、「関心がない」が 31.6％と最も多く、次いで「施設が近くにない」が

20.6％、「趣味や仕事など他にやることがある」が 19.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1429

関心がない

施設が近くにない

趣味や仕事など他にやることがある

他施設等で足りる

その他

無回答

31.6 

20.6 

19.6 

3.5 

6.4 

18.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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問 16 在宅医療について 

（１）あなたは人生会議（ACP:アドバンス・ケア・プランニング）を聞いた事がありますか。また

内容について知っていますか。 

人生会議（ACP:アドバンス・ケア・プランニング）の認知度については、「聞いたことがなく、内容も

知らない」が 75.8％と最も多く、次いで「聞いたことがあるが、内容は知らない」が 17.7％、「知って

いる」が 4.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人生会議（ACP）について、現在のご自身の状況に近い内容を選択してください。 

現在のご自身の状況に近い内容については、「自分が望む医療や介護などについて考えたことがあるが、

家族などの身近な人と話し合ったことはない」が 42.3％と最も多く、次いで「自分が望む医療や介護な

どについて考えたことがない」が 31.7％、「自分が望む医療や介護などについて、家族などの身近な人

と話し合っている（又は話し合ったことがある）」が 20.4％となっています。 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

知っている

聞いたことがあるが、内容は知らない

聞いたことがなく、内容も知らない

無回答

4.5 

17.7 

75.8 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝1766

自分が望む医療や介護などについて
考えたことがない

自分が望む医療や介護などについて
考えたことがあるが、家族などの身近な人と

話し合ったことはない

自分が望む医療や介護などについて、
家族などの身近な人と話し合っている

（又は話し合ったことがある）

無回答

31.7 

42.3 

20.4 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（３）あなたが病気やその時の状態により常に医療や介護が必要になった時、どこで生活したいと

希望しますか。 

医療や介護が必要になった時に生活したい場所については、「自宅」が 39.2％と最も多く、次いで「医

療機関」が 18.0％、「老人ホームなどの施設」が 17.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） （３）において「１．自宅」の方のみ 

自宅で生活したいと思うのはどのような理由からですか。（３つまで選択可） 

自宅で生活したい理由については、「慣れ親しんだ自宅で自分のペースで自由に過ごせるから」が

84.8％と最も多く、次いで「家族と一緒に過ごす時間を大切にしたいから」が 39.2％、「最期を迎える

場所は自宅がよいと思うから」が 27.7％となっています。 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝693

慣れ親しんだ自宅で自分のペースで自由に過ごせるから

家族と一緒に過ごす時間を大切にしたいから

最期を迎える場所は自宅がよいと思うから

家族に見守られながら最期の時を過ごしたいから

必要な医療や介護は在宅でも受けることができるから

最小限の医療で十分と考えるから

病院や介護施設に比べて費用が抑えられるから

近所や地域の人とつながりがあるから

その他

無回答

84.8 

39.2 

27.7 

20.2 

19.3 

17.9 

15.7 

11.0 

0.4 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝1766

自宅

医療機関

老人ホームなどの施設

わからない

その他

無回答

39.2 

18.0 

17.4 

17.1 

0.7 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（５） （３）において「２．医療機関」及び「３．老人ホームなどの施設」の方のみ 

今のお考えに近いものを選んでください（３つまで選択可） 

現在の考え方については、「自宅で過ごすのは家族に迷惑がかかるから」が 65.6％と最も多く、次い

で「十分な介護を受けたいから」が 47.5％、「十分な医療を受けたいから」が 45.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝625

自宅で過ごすのは家族に迷惑がかかるから

十分な介護を受けたいから

十分な医療を受けたいから

最期に痛み等に苦しむかもしれないから

支援をしてくれる家族がいないから

自宅で最期を迎えるのは経済的負担が大きいから

自宅で最期を迎えるのは一般的でないから

その他

無回答

65.6 

47.5 

45.3 

22.2 

17.1 

7.0 

5.6 

1.4 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%
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（６）自宅で医療や介護を受けながら生活し続けるために必要なものは何だと思いますか。 

（３つまで選択可） 

自宅で医療や介護を受けながら生活し続けるために必要なものについては、「日常・夜間・急変時に往

診に対応してくれる医師、看護師」が 55.4％と最も多く、次いで「訪問介護（ホームヘルプサービス）

や通所介護（デイサービス）、ショートステイなどの介護サービス」が 52.0％、「介護や医療の費用負担

を安心して支払える制度があること」が 29.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝1766

日常・夜間・急変時に往診に
対応してくれる医師、看護師

訪問介護（ホームヘルプサービス）や
通所介護（デイサービス）、ショートステイなどの介護サービス

介護や医療の費用負担を安心して
支払える制度があること

医療や介護について
相談ができる身近な機関

外出や通院の送迎支援が受けられること

家族が介護を担う支援制度や相談先があること

福祉用具（手すり、ベッドなど）や
住宅改修が利用しやすいこと

在宅でリハビリ（理学療法など）を受けられること

地域住民や医療や介護に
携わる人の理解の促進・支援

金銭管理や契約行為を支える成年後見人等

無回答

55.4 

52.0 

29.4 

28.8 

27.6 

15.7 

11.9 

10.2 

2.6 

2.5 

10.7 

0% 20% 40% 60%
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（７）あなたは、人生の最期をどこで迎えたいと希望しますか。 

人生の最期を迎えたい場所については、「自宅」が 46.0％と最も多く、次いで「医療機関」が 19.1％、

「老人ホームなどの施設」が 9.1％、となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） （７）において「１．自宅」～「４．その他」の方のみ 

回答した場所では実現できると思いますか。 

希望する人生の最期を迎えたい場所が実現できるかについては、「実現できると思う」が 35.6％、「実

現は難しいと思う」が 23.6％となっています。 

 

 

 

 

   

ｎ＝1320

実現できると思う

実現は難しいと思う

わからない

無回答

35.6 

23.6 

33.2 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝1766

自宅

医療機関

老人ホームなどの施設

その他

わからない

無回答

46.0 

19.1 

9.1 

0.6 

20.4 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（９） （８）において「２．実現は難しいと思う」及び「３．わからない」の方のみ 

どのような理由からですか。（３つまで選択可） 

実現が難しいと思う理由については、「家族への負担がかかるから」が 58.5％と最も多く、次いで「希

望する場所でどのような医療や介護のサービスが受けられるか分からない」が 48.9％、「希望する場所

で最期を迎えることのイメージができない」が 31.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝749

家族への負担がかかるから

希望する場所でどのような医療や
介護のサービスが受けられるか分からない

希望する場所で最期を迎えることの
イメージができない

お金がかかるから

住宅環境が整っていないから

介護してくれる家族がいないから

その他

無回答

58.5 

48.9 

31.1 

22.4 

17.0 

14.6 

3.1 

3.7 

0% 20% 40% 60%
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３ リスク判定 

 

１ 調査の目的 

「日常生活圏域ニーズ調査」は、地域の高齢者の現状を把握することで、地域課題を把握（地域診断）

して地域の目標を設定すると同時に、介護予防事業に誘導すべき高齢者のスクリーニングに活用するこ

とを目的としています。「見える化」システムを導入した分析を行う「介護予防・日常生活圏域ニーズ調

査」の補完においても地域診断および個別介入（介護予防事業に適した高齢者の抽出）を行いました。 

この調査の個々の設問の回答がどうであったかということより、幾つかの設問から各リスクの状態を

判断していきます。判定するリスク項目は、「運動器の機能低下」、「転倒リスク」、「閉じこもり傾向」、「う

つ傾向」、「低栄養状態」、「口腔機能の低下」、「認知機能の低下」、「手段的日常生活動作（Instrumental 

Activities of Daily Living）」の８つの項目について行います。 

 

（１）運動器の機能低下 

 

リスク該当者：下記の設問で、３問以上該当する選択肢が回答された場合 

 設問内容 該当する選択肢 

問２（１） 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。 ３．できない 

問２（２） 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。 ３．できない 

問２（３） 15 分位続けて歩いていますか。 ３．できない 

問２（４） 過去１年間に転んだ経験がありますか。 
１．何度もある 

２．１度ある 

問２（５） 転倒に対する不安は大きいですか。 
１．とても不安である 

２．やや不安である 

 

運動器の機能低下について、全体では 11.1％となっています。 

日常生活圏域別に比較すると、「湖北台地区」が 15.6％と最も多く、次いで「湖北・新木地区」が 12.5％、

「天王台地区」が 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（n=1766）

我孫子北地区（n=303）

我孫子南地区（n=351）

天王台地区（n=347）

湖北台地区（n=270）

湖北・新木地区（n=272）

布佐地区（n=219）

11.1 

7.6 

9.4 

11.2 

15.6 

12.5 

11.0 

0% 5% 10% 15% 20%
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（２）転倒リスク 

 

リスク該当者：下記の設問で、該当する選択肢が回答された場合 

 設問内容 該当する選択肢 

問２（４） 過去１年間に転んだ経験がありますか。 
１．何度もある 

２．１度ある 

 

転倒リスクについて、全体では 30.7％となっています。 

日常生活圏域別に比較すると、「湖北・新木地区」が 33.1％と最も多く、次いで「布佐地区」が 32.4％、

「天王台南地区」が 32.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体（n=1766）

我孫子北地区（n=303）

我孫子南地区（n=351）

天王台地区（n=347）

湖北台地区（n=270）

湖北・新木地区（n=272）

布佐地区（n=219）

30.7 

23.8 

31.1 

32.3 

31.5 

33.1 

32.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（３）閉じこもり傾向 

 

リスク該当者：下記の設問で、該当する選択肢が回答された場合 

 設問内容 該当する選択肢 

問２（６） 週に１回以上は外出していますか。 
１．ほとんど外出しない 

２．週１回 

 

閉じこもり傾向について、全体では 14.2％となっています。 

日常生活圏域別に比較すると、「布佐地区」が 18.3％と最も多く、次いで「天王台地区」が 16.7％、

「湖北・新木地区」が 15.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

全体（n=1766）

我孫子北地区（n=303）

我孫子南地区（n=351）

天王台地区（n=347）

湖北台地区（n=270）

湖北・新木地区（n=272）

布佐地区（n=219）

14.2 

12.5 

10.5 

16.7 

12.2 

15.8 

18.3 

0% 5% 10% 15% 20%
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（４）うつ傾向 

 

リスク該当者：下記の設問で、いずれか１つでも該当する選択肢が回答された場合 

 設問内容 該当する選択肢 

問８（３） 
この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったり

することがありましたか。 
１．はい 

問８（４） 
この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、ある

いは心から楽しめない感じがよくありましたか。 
１．はい 

 

うつ傾向について、全体では 37.3％となっています。 

日常生活圏域別に比較すると、「湖北・新木地区」が 41.9％と最も多く、次いで「天王台地区」が 40.3％、

「湖北台地区」が 38.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体（n=1766）

我孫子北地区（n=303）

我孫子南地区（n=351）

天王台地区（n=347）

湖北台地区（n=270）

湖北・新木地区（n=272）

布佐地区（n=219）

37.3 

34.0 

37.6 

40.3 

38.5 

41.9 

28.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（５）低栄養状態 

 

リスク該当者：下記の設問で、該当する選択肢が回答された場合  

 設問内容 該当する選択肢 

問３（１） 身長・体重 ＢＭＩ＜18.5 

問３（６） ６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか。 １．はい 

 

低栄養状態について、全体では 1.5％となっています。 

日常生活圏域別に比較すると、「天王台地区」が 2.6％と最も多く、次いで「我孫子北地区」が 1.7％、

「湖北台地区」が 1.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体（n=1766）

我孫子北地区（n=303）

我孫子南地区（n=351）

天王台地区（n=347）

湖北台地区（n=270）

湖北・新木地区（n=272）

布佐地区（n=219）

1.5 

1.7 

1.1 

2.6 

1.5 

0.7 

1.4 

0% 1% 2% 3%
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（６）口腔機能の低下 

 

リスク該当者：下記の設問で、２問以上該当する選択肢が回答された場合 

 設問内容 該当する選択肢 

問３（２） 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。 １．はい 

問３（３） お茶や汁物等でむせることがありますか。 １．はい 

問３（４） 口の渇きが気になりますか。 １．はい 

 

口腔機能の低下について、全体では 22.0％となっています。 

日常生活圏域別に比較すると、「天王台地区」が 25.4％と最も多く、次いで「湖北台地区」が 23.7％、

「湖北・新木地区」が 23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

全体（n=1766）

我孫子北地区（n=303）

我孫子南地区（n=351）

天王台地区（n=347）

湖北台地区（n=270）

湖北・新木地区（n=272）

布佐地区（n=219）

22.0 

20.8 

18.5 

25.4 

23.7 

23.5 

20.1 

0% 10% 20% 30%
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（７）認知機能の低下 

 

リスク該当者：下記の設問で、該当する選択肢が回答された場合 

 設問内容 該当する選択肢 

問４（１） 物忘れが多いと感じますか。 １．はい 

問４（２） 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか。 ２．いいえ 

問４（３） 今日が何月何日かわからない時がありますか。 １．はい 

 

認知機能の低下について、全体では 57.1％となっています。 

日常生活圏域別に比較すると、「天王台地区」が 58.8％と最も多く、次いで「我孫子南地区」が 58.7％、

「湖北台地区」が 57.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体（n=1766）

我孫子北地区（n=303）

我孫子南地区（n=351）

天王台地区（n=347）

湖北台地区（n=270）

湖北・新木地区（n=272）

布佐地区（n=219）

57.1 

56.8 

58.7 

58.8 

57.8 

57.0 

51.6 

0% 20% 40% 60%
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（８）手段的日常生活動作（ＩＡＤＬ） 

 

リスク該当者：下記の設問で、該当する選択肢を１点として、合計が３点以下の場合 

 設問内容 該当する選択肢 

問４（４） バスや電車を使って 1人で外出していますか。 １．できるし、している 

２．できるけどしていない 

↓ 

１点 

 

問４（５） 自分で食品・日用品の買物をしていますか。 

問４（６） 自分で食事の用意をしていますか。 

問４（７） 自分で請求書の支払いをしていますか。 

問４（８） 自分で預貯金の出し入れをしていますか。 

 

手段的日常生活動作（ＩＡＤＬ）について、全体では 4.9％となっています。 

日常生活圏域別に比較すると、「湖北・新木地区」が 5.9％と最も多く、次いで「天王台地区」が 4.9％、

「我孫子南地区」と「布佐地区」がともに 4.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体（n=1766）

我孫子北地区（n=303）

我孫子南地区（n=351）

天王台地区（n=347）

湖北台地区（n=270）

湖北・新木地区（n=272）

布佐地区（n=219）

4.9 

3.6 

4.6 

4.9 

4.4 

5.9 

4.6 

0% 5% 10%
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第４章 特別養護老人ホーム入所待機者に 

関する調査 
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１ 調査票の記入者 

 

調査票を記入されたのはどなたですか。○をつけてください。 

調査票の記入者については、「ご家族が記入」が 90.5％と最も多く、次いで「家族以外の後見人」が

2.7％、「介護支援専門員（ケアマネジャー）」が 2.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝148

ご家族が記入

家族以外の後見人

介護支援専門員（ケアマネジャー）

あて名のご本人が記入

その他

無回答

90.5 

2.7 

2.0 

1.4 

0.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 設問別の回答結果 

 

問１ ご本人（入所予定者）やご家族の生活状況について 

（１）ご本人（入所予定者）は、現在どちらで生活していますか。（１つを選択） 

入所待機者の約６割は、施設・病院等に入所、入院しており、居宅で入所待機されている方は 34.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝148

居宅（家族・親戚等の家に同居している場合や
ショートステイを利用中の場合を含む）

介護老人保健施設

医療機関（病院・診療所）

介護付きまたは住宅型有料老人ホーム

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

サービス付き高齢者向け住宅

介護医療院

その他

何の施設かわからない

無回答

34.5 

28.4 

10.1 

9.5 

6.8 

1.4 

1.4 

2.0 

1.4 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40%
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（２）ご本人（入所予定者）の家族構成をお教えください。（１つを選択） 

家族構成については、「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」が 33.8％と最も多く、次いで「息子・

娘との２世代」が 25.7％、「一人暮らし」が 24.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ご本人（入所予定者）の介護を主に（一番長い時間）行っているのはどなたですか。 

（１つを選択） 

主な介護者については、「配偶者」が 34.5％と最も多く、次いで「子（息子・娘）」が 31.8％、「子の

配偶者」が 6.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝148

夫婦２人暮らし(配偶者65歳以上)

息子・娘との２世代

一人暮らし

息子・娘、孫との３世代

夫婦２人暮らし(配偶者64歳以下)

兄弟姉妹

その他

無回答

33.8 

25.7 

24.3 

4.1 

2.0 

1.4 

4.1 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝148

配偶者

子（息子・娘)

子の配偶者

兄弟姉妹

孫

その他

無回答

34.5 

31.8 

6.1 

3.4 

0.0 

17.6 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40%
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問２ 特別養護老人ホームの入所申込みについて 

（１）特別養護老人ホームの入所を初めて申し込んだのはいつですか。（１つを選択） 

入所申込日については、「半年未満」が 34.5％と最も多く、次いで「１年以上前～３年未満」が 25.0％、

「半年以上前～1 年未満」が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）特別養護老人ホームに申し込みをされた理由を教えてください。（１つを選択） 

申込理由については、「家族（介護者）が介護を続けることが困難になってきたため」が 31.1％と最

も多く、次いで「病院や他の施設に入院・入所中だが、近い将来、退院・退所しなければならないため」

が 18.2％、「病院や他の施設に入院・入所中だが、経済的負担が大きいため」が 13.5％となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝148

半年未満

半年以上前～１年未満

１年以上前～３年未満

３年以上前～５年未満

５年以上前

わからない

無回答

34.5 

16.9 

25.0 

9.5 

9.5 

3.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝148

家族（介護者）が介護を続けることが
困難になってきたため

病院や他の施設に入院・入所中だが、近い将来、
退院・退所しなければならないため

病院や他の施設に入院・入所中だが、
経済的負担が大きいため

今は自宅で生活できているが、
将来に対する不安を感じたため

日常生活を維持することが困難となり、
介護する人もいないため

医師やケアマネジャーらに勧められたため

その他

無回答

31.1 

18.2 

13.5 

11.5 

10.1 

7.4 

3.4 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40%
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（３）現在、何か所の特別養護老人ホームへ入所申込みをしていますか。（１つを選択） 

申込箇所数については、「１か所」が 51.4％、「２か所」が 22.3％、「３か所」が 8.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）特別養護老人ホームにはいつから入所したいですか。（１つを選択） 

入所希望日については、「すぐにでも（１か月以内）入所したい」の 31.8％と、「なるべく早く（６か

月以内）入所したい」の 16.9％を合わせると、48.7％の方が積極的に入所したいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝148

１か所

２か所

３か所

４か所

５か所以上

無回答

51.4 

22.3 

8.8 

1.4 

2.0 

14.2 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝148

すぐにでも（１か月以内）入所したい

なるべく早く（６か月以内）入所したい

空きがあれば入所を検討したい

将来、日常生活を維持することが
困難となったときに入所したい

当面、入所は考えていない

無回答

31.8 

16.9 

15.5 

17.6 

10.1 

8.1 

0% 10% 20% 30% 40%
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（５）特別養護老人ホームに申し込む際に、最も重要と考えたことは何ですか。（１つを選択） 

申し込む際の重要な点については、「自宅または家族の居住地に近い施設」が 52.0％と最も多く、次

いで「入居費用」が 21.6％、「希望の部屋の種類（個室または多床室）」が 4.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）入所できるならばどちらの部屋の種類を希望されますか。（１つを選択） 

部屋の希望については、「多床室」が 37.2％、「個室」が 33.1％、「どちらでもよい」が 25.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝148

自宅または家族の居住地に近い施設

入居費用

希望の部屋の種類（個室または多床室）

なるべく早く入所できそうな施設

その他

無回答

52.0 

21.6 

4.7 

3.4 

9.5 

8.8 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝148

多床室

個室

どちらでもよい

無回答

37.2 

33.1 

25.7 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40%
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（７）入所申込後、施設から「入所できます」との連絡がきたことがありますか。（１つを選択） 

施設からの入所の連絡については、「連絡がきたことはない」が 68.9％、「連絡がきたが、入所を辞退

した」が 23.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）① （７）で「２」に〇を選ばれた方にお伺いします。 

入所を辞退された理由は何ですか。（１つを選択） 

入所を辞退した理由については、「他の施設（有料老人ホーム・グループホーム等）に入所したまたは入

所予定のため」が 25.7％と最も多く、次いで「当面、自宅で日常生活を維持することができるため」が

20.0％、「介護老人保健施設に入所したまたは入所予定のため」が 11.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝148

連絡がきたことはない

連絡がきたが、入所を辞退した

無回答

68.9 

23.6 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝35

他の施設（有料老人ホーム・グループホーム等）に
入所したまたは入所予定のため

当面、自宅で日常生活を維持することができるため

介護老人保健施設に入所したまたは入所予定のため

医療機関に入院中または入院予定で、入所時期が
合致しなかったため

本人（入所予定者）が入所を拒否したため

入居費用が高く、負担できる見込みが
たたなかったため

部屋の種類（個室または多床室）が希望と
合致しなかったため

その他

無回答

25.7 

20.0 

11.4 

8.6 

5.7 

5.7 

2.9 

5.7 

14.3 

0% 10% 20% 30%
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128 
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１ 事業所の概要について 

 

問１ 貴事業所の経営主体は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

経営主体については、「株式会社・有限会社」が 37.0％と最も多く、次いで「社会福祉法人」が 33.3％、

「医療法人」が 19.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝81

株式会社・有限会社

社会福祉法人

医療法人

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）

その他の法人

協同組合（農協・生協）

個人医療機関

その他

無回答

37.0 

33.3 

19.8 

6.2 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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問２ 貴事業所で実施している介護サービスの種類は、次のうちどれですか。（〇は１つ） 

介護サービスの種類については、「居宅介護支援」が 33.3％と最も多く、次いで「認知症対応型共同

生活介護」が 16.0％、「特定施設入居者生活介護」が 9.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

居宅介護支援

認知症対応型共同生活介護

特定施設入居者生活介護

介護老人福祉施設

地域密着型通所介護（利用実員18人以下）

介護老人保健施設

訪問看護

通所介護（利用実員19人以上）

通所リハビリテーション

小規模多機能型居宅介護

地域密着型介護老人福祉施設

訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

訪問入浴介護

訪問リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

認知症対応型通所介護

無回答

33.3 

16.0 

9.9 

8.6 

6.2 

6.2 

4.9 

2.5 

2.5 

2.5 

2.5 

1.2 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40%
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２ 事業所の運営状況について 

 

問３ 貴事業所の利用者（入所者）数と新規利用（入所）申込者数は１年前と比べてどのように

なっていますか。（それぞれに○は１つ） 

① 利用者（入所者）数 

１年前と比較した利用者（入所者）数については、「増えた」が 40.7％と最も多く、次いで「変わらな

い」が 39.5％、「減った」が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 新規利用（入所）申込者数 

１年前と比較した新規利用（入所）申込者数については、「増えた」が 37.0％と最も多く、次いで「変

わらない」が 28.4％、「減った」が 22.2％となっています。 

   

ｎ＝81

増えた

変わらない

減った

１年前はサービスを実施していない

無回答

40.7 

39.5 

17.3 

1.2 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝81

増えた

変わらない

減った

１年前はサービスを実施していない

無回答

37.0 

28.4 

22.2 

7.4 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40%
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問４ 現在の利用者数を、要介護度別にお書きください。 

要介護度別の利用者数については、「要介護１」が 1,387 人と最も多く、次いで「要介護２」が 1,204

人、「要介護３」が 981 人となっています。 

 

 

 

 

 

 

問５ 令和６年度の総事業の収支はどのような状況でしたか。（○は１つ） 

令和６年度の総事業の収支については、「やや黒字だった」が 28.4％と最も多く、次いで「収支が均

衡していた」が 21.0％、「大幅な赤字だった」が 19.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

大幅な黒字だった

やや黒字だった

収支が均衡していた

やや赤字だった

大幅な赤字だった

わからない

無回答

2.5 

28.4 

21.0 

8.6 

19.8 

17.3 

2.5 

0% 10% 20% 30%

事業所数＝81

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

575 826 1,387 1,204 981 833 533

合計値（人）
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問６ 令和６年度の収益は、当初の見込みと比較してどのような状況でしたか。（○は１つ） 

令和６年度の収益の見込みについては、「やや見込みを上回った」が 28.4％と最も多く、次いで「ほ

ぼ見込み通りだった」が 21.0％、「大幅に見込みを下回った」が 19.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝81

大幅に見込みを上回った

やや見込みを上回った

ほぼ見込み通りだった

やや見込みを下回った

大幅に見込みを下回った

わからない

無回答

2.5 

28.4 

21.0 

8.6 

19.8 

17.3 

2.5 

0% 10% 20% 30%
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問７ 問６で「４」、「５」と回答した事業所にお聞きします。 

収益が当初の見込みを下回った理由をどのようにお考えですか。（〇はいくつでも） 

収益が当初の見込みを下回った理由については、「人件費などの必要経費が予想を上回った」が 69.6％

と最も多く、次いで「利用者数を十分確保できなかった」が 52.2％、「新型コロナウイルスの影響」が

30.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝23

人件費などの必要経費が予想を上回った

利用者数を十分確保できなかった

新型コロナウイルスの影響

サービスを提供する人材を確保できなかった

近くに同様の事業所ができた

利用者一人あたりのサービス量が少なかった

わからない

その他

無回答

69.6 

52.2 

30.4 

17.4 

13.0 

4.3 

0.0 

39.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問８ 令和７年度の収益は、令和６年度と比べてどのような状況が見込まれますか。（○は１つ） 

令和７年度の収益の見込みについては、「令和６年度をやや上回る」と「令和６年度とほぼ同じ」が

33.3％と最も多く、次いで「令和６年度をやや下回る」が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

令和６年度を大幅に上回る

令和６年度をやや上回る

令和６年度とほぼ同じ

令和６年度をやや下回る

令和６年度を大幅に下回る

わからない

無回答

0.0 

33.3 

33.3 

17.3 

3.7 

9.9 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40%
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問９ 事業を経営していく上で、どのような問題がありますか。（〇はいくつでも） 

経営していく上での問題については、「職員の確保が難しい」が 75.3％と最も多く、次いで「事務作

業量が多い」が 65.4％、「介護報酬が低い」が 55.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

職員の確保が難しい

事務作業量が多い

介護報酬が低い

職員の待遇改善ができない

職員の資質向上が難しい

施設・設備の改善が難しい

収益の確保が困難

運転資金の調達が難しい

地域との連携が不十分

制度などの最新情報の入手が難しい

行政との連携が不十分

医療機関との連携が不十分

特にない

その他

無回答

75.3 

65.4 

55.6 

44.4 

39.5 

37.0 

34.6 

8.6 

8.6 

7.4 

4.9 

0.0 

1.2 

6.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 10 サービスを提供する上で、どのような問題がありますか。（〇はいくつでも） 

サービスを提供する上での問題については、「利用者一人に十分な時間をかけられない」が 45.7％と

最も多く、次いで「休日や夜間の対応が難しい」と「困難事例への対処が難しい」が 33.3％、「利用者

や家族の希望に十分応えられていない」が 32.1％となっています。 

 

 

   

ｎ＝81

利用者一人に十分な時間をかけられない

休日や夜間の対応が難しい

困難事例への対処が難しい

利用者や家族の希望に十分応えられていない

利用者の確保が難しい

利用者や家族との意思疎通が難しい

変更やキャンセルが多い

担当者会議を十分開けない

苦情への対応が難しい

特にない

その他

無回答

45.7 

33.3 

33.3 

32.1 

27.2 

22.2 

21.0 

19.8 

4.9 

7.4 

6.2 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 11 貴事業所利用率をお伺いします。（問２で選んだ介護サービスの種類について、直近３か

月の平均利用率に○を１つお書きください。） 

事業所利用率については、「利用率 80%以上 95%未満」が 39.5％と最も多く、次いで「利用率 95%

以上」が 29.6％、「利用率 50%以上 80%未満」が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 過去１年間（令和６年１２月１日から令和７年１１月３０日）に、貴事業所の従業員に対

する利用者・家族等からのハラスメント（セクハラ、パワハラ、カスハラ等）について、従

業員等から相談や報告等はありましたか。（○は１つ） 

利用者・家族等からのハラスメントについては、「あった」が 32.1％、「なかった」が 64.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝81

利用率95％以上

利用率80％以上95％未満

利用率50％以上80％未満

利用率50％未満

無回答

29.6 

39.5 

17.3 

4.9 

8.6 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝81

なかった

あった

把握できていない

無回答

64.2 

32.1 

3.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 13 ハラスメントに対して、どのような公的支援が必要ですか。（〇はいくつでも） 

ハラスメントに対する必要な公的支援については、「相談体制の構築」が 72.8％と最も多く、次いで

「利用者・家族への啓発」が 67.9％、「ハラスメント対策の研修」が 49.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

相談体制の構築

利用者・家族への啓発

ハラスメント対策の研修

ハラスメント対策のマニュアル整備

その他

特にない

無回答

72.8 

67.9 

49.4 

37.0 

3.7 

7.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 14 虐待防止の取り組みを進めるうえで、現在困っていることはありますか。 

（〇はいくつでも） 

虐待防止の取り組みを進めるうえで、困っていることについては、「虐待の判断基準、捉え方が難しい」

が 33.3％と最も多く、次いで「家族への説明・理解促進が難しい」が 29.6％、「人手不足で体制整備が

進まない」が 24.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

虐待の判断基準、捉え方が難しい

家族への説明・理解促進が難しい

人手不足で体制整備が進まない

研修、事例検討の効果的な進め方がわからない

虐待防止委員会のノウハウ不足

他事業所との情報共有・連携不足

職員の意識改革が進まない

虐待防止指針の更新、見直しが上手くできない

担当者の専門知識・経験が不足している

行政からの指導・支援が不十分

予算・コスト面での制約

その他

特に困っていることはない

無回答

33.3 

29.6 

24.7 

21.0 

19.8 

17.3 

14.8 

13.6 

13.6 

9.9 

1.2 

3.7 

28.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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問 15 虐待防止の取り組みをより効果的に進めるために、どのような支援を期待しますか。 

（〇はいくつでも） 

虐待防止の取り組みをより効果的に進めるために、どのような支援を期待しているかについては、「効

果的な研修プログラムの提供・紹介」が 39.5％と最も多く、次いで「虐待防止に関する最新情報の提供」

が 37.0％、「虐待防止指針のひな形・モデル例の提供」と「チェックリストや評価ツールの提供」が 34.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

効果的な研修プログラムの提供・紹介

虐待防止に関する最新情報の提供

虐待防止指針のひな形・モデル例の提供

具体的な事例検討の機会・場の提供

チェックリストや評価ツールの提供

事業所間の情報交換・連携の場の設定

外部講師の派遣・紹介

他自治体の好事例の紹介

虐待防止委員会の運営方法に関する研修・指導

専門家による個別相談・助言の機会

その他

特に期待する支援はない

無回答

39.5 

37.0 

34.6 

34.6 

33.3 

29.6 

28.4 

27.2 

24.7 

23.5 

4.9 

2.5 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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３ 職員体制や人材育成について 

 

問 16 貴事業所の職員の実人数をお書きください。 

職員の実人数については、「常勤専従」が 991 人、「常勤兼務」が 190 人、「非常勤」が 719 人とな

っています。 

 

 

 

問 17 貴事業所における令和６年１２月～令和７年１１月の採用者・退職者を職種別に実人数で

お書きください。 

介護職員・訪問介護員の採用者で最も多いのは、「常勤（正職員）」で 147 人となっており、退職者で

最も多いのは「常勤（正職員）」で 79 人となっています。 

生活相談員の採用者で最も多いのは、「常勤（正職員）」で 18 人となっており、退職者で最も多いのは

「常勤（正職員）」で 13 人となっています。 

看護職員の採用者で最も多いのは、「常勤（正職員）」で 40 人となっており、退職者で最も多いのは

「常勤（正職員）」で 25 人となっています。 

機能訓練指導員の採用者で最も多いのは、「非常勤職員（常勤以外）」で 4 人となっており、退職者で

最も多いのは、「常勤（正職員）」で 3 人となっています。 

介護支援専門員の採用者で最も多いのは、「常勤（正職員）」で 28 人となっており、退職者で最も多い

のは、「常勤（正職員）」で 11 人となっています。 

栄養士・管理栄養士の採用者で最も多いのは、「常勤（正職員）」で 5 人となっており、退職者で最も

多いのは、「常勤（正職員）」で 3 人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業所数＝81 合計値（人）

常勤専従 常勤兼務 非常勤
991 190 719

事業所数＝81 合計値（人）

採用 147 4 102
退職 79 5 66
採用 18 0 11
退職 13 0 12
採用 40 0 25
退職 25 0 18
採用 3 2 4
退職 3 0 2
採用 28 0 9
退職 11 0 4
採用 5 0 0
退職 3 0 0

常勤
（正職員）

常勤
（臨時職員）

非常勤職員
（常勤以外）

介護職員・訪問介護員

生活相談員

看護職員
（看護師、准看護師、保健師、助産師）

機能訓練指導員

介護支援専門員

栄養士・管理栄養士

職種
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問 18 令和６年１２月～令和７年１１月に退職者がいたと回答した事業所にお聞きします。 

退職した理由をわかる範囲でお答えください。（〇はいくつでも） 

退職理由については、「本人の個人的都合」が 72.7％と最も多く、次いで「本人の適性の問題」と「家

族の都合」が 27.3％、「職場の人間関係」が 25.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝55

本人の個人的都合

本人の適性の問題

家族の都合

職場の人間関係

給料の額

勤務内容

勤務時間

定年退職

事業所の都合

利用者とのトラブル

わからない

その他

無回答

72.7 

27.3 

27.3 

25.5 

21.8 

10.9 

7.3 

7.3 

3.6 

1.8 

0.0 

7.3 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 19 貴事業所では、人材確保に向けて、どのような取り組みをしていますか。（〇はいくつでも） 

人材確保の取り組みについては、「複数の募集ルートを活用して人材を探している」が 69.1％と最も

多く、次いで「職員が気軽に相談できる環境をつくり、悩みや不安の解消を図っている」が 48.1％、「口

コミや人づてを活用して人材を探している」が 37.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝81

複数の募集ルートを活用して
人材を探している

職員が気軽に相談できる環境をつくり、
悩みや不安の解消を図っている

口コミや人づてを活用して人材を探している

職員の能力向上やキャリアアップに
力を入れ、定着を図っている

福祉系大学や専門学校の学生への
働きかけを行っている

経営理念や業務内容を事前に説明し、
ミスマッチの解消を図っている

職能給や業績給を導入し、
モチベーションの向上に努めている

特にない

その他

無回答

69.1 

48.1 

37.0 

27.2 

19.8 

14.8 

9.9 

9.9 

2.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 20 貴事業所では、人材育成・教育制度を導入していますか。（〇はいくつでも） 

人材育成・教育制度の導入については、「職員の資質向上を目的とした研修」が 75.3％と最も多く、

次いで「新入職員の技能研修」が 46.9％、「自主研修・勉強会の奨励」が 44.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝81

職員の資質向上を目的とした研修

新入職員の技能研修

自主研修・勉強会の奨励

ケアマネジャーの研修

外部研修への職員派遣

非常勤職員の資質向上を目的とした研修

ＩＴ技術の習得

導入していない

先進事業所との情報交換・職員派遣

導入を検討中

その他

無回答

75.3 

46.9 

44.4 

40.7 

32.1 

27.2 

13.6 

6.2 

3.7 

3.7 

2.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 21 貴事業所では、介護支援専門員の資格を保持しているが、失効している職員はいますか。 

いる場合は人数を記入してください。（○は１つ）。 

介護支援専門員の資格が失効している職員については、「いる」が 25.9％、「いない」が 74.1％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 

介護支援専門員の資格が失効している職員の人数については、「１人」が 16.0％、「２人」が 4.9％、

「３人」が 3.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝81

いる

いない

無回答

25.9 

74.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝81

1人

2人

3人

無回答

16.0 

4.9 

3.7 

75.3 

0% 20% 40% 60% 80%
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４ 地域とのつながりについて 

 

問 22 貴事業所では、地域との交流がありますか。（〇はいくつでも） 

地域との交流については、「地域ボランティアとの交流」が 44.4％と最も多く、次いで「地域の行事

やイベントへの参加」が 29.6％、「自治会との交流」が 24.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝81

地域ボランティアとの交流

地域の行事やイベントへの参加

自治会との交流

事業所で地域住民も参加できる
イベントを開催

小中学校との交流

幼稚園・保育園との交流

老人クラブ等の交流イベントを開催

特にない

その他

無回答

44.4 

29.6 

24.7 

19.8 

14.8 

11.1 

3.7 

25.9 

7.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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５ 人材の確保・外国人労働者雇用について 

 

問 23 貴事業所では、人材不足から介護従事者が確保できないことなどを理由として、自主的に

空床を発生させたり、利用者の利用を断ったりしたことがありますか。（○は１つ） 

人材不足を理由に利用を断ったことがあるかについては、「ある」が 12.3％、「ない」が 77.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 貴事業所では、現在、施設の定員に対して必要な介護従事者を確保できていますか。 

（○は１つ） 

定員に対する介護従事者の確保については、「施設の定員に対して、十分ではないが最低限の介護従事

者は確保できている」が 43.2％と最も多く、次いで「施設の定員に対して、十分な介護従事者を確保で

きている」が 23.5％、「施設の定員に対して、介護従事者は不足している状況にある」が 9.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

ある

ない

無回答

12.3 

77.8 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝81

施設の定員に対して、
十分な介護従事者を確保できている

施設の定員に対して、十分ではないが
最低限の介護従事者は確保できている

施設の定員に対して、
介護従事者は不足している状況にある

無回答

23.5 

43.2 

9.9 

23.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 25 貴事業所では、介護助手を雇用していますか。（○は１つ）。 

① 雇用の有無 

介護助手の雇用については、「雇用している」が 14.8％、「雇用していない」が 65.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 雇用の人数 

介護助手の雇用については、「１～３人」が 25.0％、「4～９人」が 41.7％、「10 人以上」が 8.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

雇用している

雇用していない

無回答

14.8 

65.4 

19.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝12

１～３人

４～９人

10人以上

無回答

25.0 

41.7 

8.3 

25.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 26 問 25 で「１．雇用している」と回答した事業所にお聞きします。 

雇用している介護助手の方の年齢をご記入ください。 

介護助手の年齢については、「60 代」が 19 人と最も多く、次いで「50 代」が 18 人、「70 代以

上」が 14 人となっています。 

 

 

 

 

 

問 27 貴事業所では、介護従事者として外国人労働者を雇用していますか。（○は１つ） 

① 雇用の有無 

外国人労働者の雇用の有無については、「雇用している」が 39.5％、「雇用していない」が 53.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 雇用人数 

外国人労働者の雇用人数については、「１～３人」が 31.3％、「4～９人」が 28.1％、「10 人以上」

が 15.6％となっています。 

 

 

 

   

ｎ＝81

雇用している

雇用していない

無回答

39.5 

53.1 

7.4 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝32

１～３人

４～９人

10人以上

無回答

31.3 

28.1 

15.6 

25.0 

0% 10% 20% 30% 40%

事業所数＝81

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
わから
ない

2 6 4 5 18 19 14 15

合計値（人）
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問 28 貴事業所では、人材の確保にあたり、今後、介護従事者として外国人労働者の雇用を拡大

していく予定はありますか。（○は１つ） 

外国人労働者の雇用の拡大については、「外国人労働者の雇用は検討していない」が 38.3％と最も多

く、次いで「現在、外国人労働者を雇用しているが、雇用を拡大する予定はない」が 19.8％、「今後、外

国人労働者の雇用を増やしていく」が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

外国人労働者の雇用は検討していない

現在、外国人労働者を雇用しているが、
雇用を拡大する予定はない

今後、外国人労働者の雇用を増やしていく

今後、外国人労働者の雇用を検討する

無回答

38.3 

19.8 

18.5 

12.3 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40%
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問 29 問 28 で「４．外国人労働者の雇用は検討していない」と回答した事業所にお聞きします。 

今後受け入れるつもりがない理由について教えてください。（〇は３つまで） 

外国人労働者を受け入れるつもりがない理由については、「コミュニケーション（日本語能力）の問題

があるため」が 41.9％と最も多く、次いで「受け入れ前・受け入れ後の事業所・施設の対応が分からな

いため」と「育成プログラムが未整備であるため」と「介護記録作成が困難なため」が 16.1％、「文化

の違いや生活習慣の違いがあるため」が 12.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝31

コミュニケーション（日本語能力）の
問題があるため

受け入れ前・受け入れ後の
事業所・施設の対応が分からないため

育成プログラムが未整備であるため

介護記録作成が困難なため

文化の違いや生活習慣の違いがあるため

受け入れコストを捻出できないため

身体介護・生活支援の技術の問題があるため

その他

無回答

41.9 

16.1 

16.1 

16.1 

12.9 

9.7 

3.2 

41.9 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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６ ＩＣＴについて 

 

問 30 貴事業所ではＩＣＴ機器や介護ロボットを導入していますか。（○は１つ） 

ＩＣＴ機器や介護ロボットの導入については、「導入していて、活用している」が 42.0％と最も多く、

次いで「導入していないが、興味はある」が 24.7％、「導入しておらず、活用する予定もない」が 21.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

導入していて、活用している

導入しているが、活用できていない

導入していないが、興味はある

導入しておらず、活用する予定もない

無回答

42.0 

2.5 

24.7 

21.0 

9.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%



第５章 介護サービス事業所調査 

154 

問 31 問 30 で「１」「２」と回答した事業所にお聞きします。 

導入している機器に近いものを下記から選んでください。（〇はいくつでも） 

導入している機器については、「介護ソフト（電子カルテ等の介護記録、介護報酬請求の事務処理等）」

が 77.8％と最も多く、次いで「見守り支援系システム（センサー等）」が 61.1％、「入浴支援系のロボ

ット」が 8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝36

介護ソフト（電子カルテ等の介護記録、
介護報酬請求の事務処理等）

見守り支援系システム（センサー等）

入浴支援系のロボット

利用者とコミュニケーションを
とれるロボット

移乗支援系のロボット

移動支援系のロボット

排泄支援系のロボット

その他

無回答

77.8 

61.1 

8.3 

5.6 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 32 問 30 で「３．導入していないが、興味はある」と回答した事業所にお聞きします。 

導入したい機器に近いものを下記から選んでください。（〇は３つまで） 

導入に興味のある機器については、「介護ソフト（電子カルテ等の介護記録、介護報酬請求の事務処理

等）」が 70.0％と最も多く、次いで「見守り支援系システム（センサー等）」が 50.0％、「入浴支援系の

ロボット」と「利用者とコミュニケーションをとれるロボット」が 15.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 災害について 

 

問 33 貴事業所では、この１年間に避難訓練を実施しましたか。（○は 1 つ） 

避難訓練の実施状況については、「利用者・職員双方を対象に実施した」が 49.4％と最も多く、次い

で「職員を対象に実施した」が 33.3％、「実施していない」が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝20

介護ソフト（電子カルテ等の介護記録、
介護報酬請求の事務処理等）

見守り支援系システム（センサー等）

入浴支援系のロボット

利用者とコミュニケーションを
とれるロボット

移乗支援系のロボット

排泄支援系のロボット

移動支援系のロボット

その他

無回答

70.0 

50.0 

15.0 

15.0 

10.0 

10.0 

5.0 

10.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝81

職員を対象に実施した

利用者・職員双方を対象に実施した

実施していない

無回答

33.3 

49.4 

16.0 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 34 ＢＣＰ（事業継続計画）の見直しは行っていますか。（○は１つ） 

ＢＣＰ（事業継続計画）の見直しについては、「年に１回程度見直しを行っている」が 55.6％と最も

多く、次いで「複数年に１回程度見直しを行っている（行う予定である）」が 28.4％、「国や県などのガ

イドライン等が変更されたら見直しを行う」が 7.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 ＢＣＰ（事業継続計画）に基づく訓練は行われていますか。（○は１つ） 

ＢＣＰ（事業継続計画）に基づく訓練については、「定期的に訓練を行っている」が 65.4％と最も多

く、次いで「ＢＣＰ（事業継続計画）の中には、「訓練」が記載されているが、まだ行っていない」が 27.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝81

定期的に訓練を行っている

ＢＣＰ（事業継続計画）の中には、「訓練」が
記載されているが、まだ行っていない

訓練することを想定していない

その他

わからない

無回答

65.4 

27.2 

0.0 

6.2 

0.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝81

年に１回程度見直しを行っている

複数年に１回程度見直しを行っている
（行う予定である）

国や県などのガイドライン等が
変更されたら見直しを行う

見直しの予定はない

その他

わからない

無回答

55.6 

28.4 

7.4 

0.0 

3.7 

2.5 

2.5 

0% 20% 40% 60%
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問 37 大地震などの大規模災害が発生した際の事業継続について、取り組みを行っていますか。

（○は１つ） 

大規模災害が発生した際の事業継続への取り組みについては、「すでに取り組みを行っている」が

40.7％と最も多く、次いで「検討を始めている」が 37.0％、「取り組みを行う予定はあるが、まだ検討

していない」が 19.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

すでに取り組みを行っている

検討を始めている

取り組みを行う予定はあるが、
まだ検討していない

行う予定はない

無回答

40.7 

37.0 

19.8 

1.2 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 38 問 37 で「１」「２」と回答した事業所にお聞きします。 

すでに行っている、または検討を行っている取り組みの内容を教えてください。 

（〇はいくつでも） 

大規模災害が発生した際の事業継続への取り組み内容については、「研修会などの実施」が 60.3％と

最も多く、次いで「安否確認の対象者名簿の作成」が 57.1％、「発災時の職員の参集基準の整備」が 55.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝63

研修会などの実施

安否確認の対象者名簿の作成

発災時の職員の参集基準の整備

安否確認手順書の作成

対応する職員の安否確認方法の整備

安否確認訓練の実施

医療機関等との協定締結

地域と合同での訓練

その他

無回答

60.3 

57.1 

55.6 

49.2 

47.6 

28.6 

25.4 

9.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 39 大地震や水害（河川氾濫・決壊や建物浸水）に対し、貴事業所ではどのような取り組みが

必要と考えられていますか。（〇は３つまで） 

大規模災害に対する必要な取り組みについては、「備蓄の確保」が 50.6％と最も多く、次いで「ライ

フライン機能停止時の備え」が 46.9％、「地域との連携」が 45.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝81

備蓄の確保

ライフライン機能停止時の備え

地域との連携

緊急連絡網の作成

災害に対する知識習得

ハザードマップの確認

施設内外での避難場所や
避難方法の確認や周知

倒壊・浸水を想定した訓練

家具や什器等の転倒・落下防止

その他

無回答

50.6 

46.9 

45.7 

40.7 

32.1 

21.0 

19.8 

16.0 

9.9 

2.5 

1.2 

0% 20% 40% 60%
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問 40 新型コロナウイルス感染症などの感染症での対応で大変だと感じていることは何です

か。（〇は３つまで） 

新型コロナウイルス感染症の対応については、「人員の確保」が 70.4％と最も多く、次いで「利用者へ

の感染対策」が 59.3％、「ゾーニング（感染者と非感染者のエリア分け）」が 42.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝81

人員の確保

利用者への感染対策

ゾーニング
（感染者と非感染者のエリア分け）

感染予防物品の確保

検査体制の整備

感染症に関する情報の収集

その他

無回答

70.4 

59.3 

42.0 

29.6 

24.7 

16.0 

1.2 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%
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１ 介護支援専門員としてのあなたご自身について 

 

問１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「女性」が 79.5％、「男性」が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの現在の年齢をお答えください。（○は１つ） 

年齢については、「50～59 歳」が 49.2％と最も多く、次いで「40～49 歳」が 15.9％、「60～64

歳」が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

男性

女性

回答しない

無回答

18.9 

79.5 

0.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝132

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０歳以上

無回答

0.8 

2.3 

15.9 

49.2 

14.4 

11.4 

5.3 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問３ あなたが現在働いている事業所・施設の種別は次のうちどれですか。（○は１つ） 

働いている事業所・施設については、「居宅介護支援事業所」が 71.2％と最も多く、次いで「地域包

括支援センター」が 9.1％、「特別養護老人ホーム」が 3.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

居宅介護支援事業所

地域包括支援センター

特別養護老人ホーム

特定施設入居者生活介護事業所

小規模多機能型居宅介護支援事業所

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

その他

無回答

71.2 

9.1 

3.8 

2.3 

2.3 

1.5 

0.0 

8.3 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%
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問４ 現在働いている事業所・施設における介護支援専門員としての在籍年数と、以前の勤務先

を含めた介護支援専門員としての通算経験年数を教えてください。（おおよその数字を記入） 

（１）在籍年数 

介護支援専門員としての在籍年数については、「５年～10 年未満」が 25.0％と最も多く、次いで「１

年未満」が 16.7％、「１年～３年未満」が 15.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）通算経験年数 

介護支援専門員としての通算経験年数については、「15 年以上」が 27.3％と最も多く、次いで「10

年～15 年未満」が 25.8％、「5 年～10 年未満」が 17.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年以上

無回答

16.7 

15.9 

10.6 

25.0 

15.2 

12.1 

4.5 

0% 10% 20% 30%

ｎ＝132

１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年以上

無回答

7.6 

10.6 

6.8 

17.4 

25.8 

27.3 

4.5 

0% 10% 20% 30%
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問５ あなたの現在の勤務形態は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

勤務形態については、「常勤・専従」が 65.2％と最も多く、次いで「常勤・兼務」が 17.4％、「非常

勤・専従」が 13.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたの昨年の「総収入（年収）」はどのくらいですか。雇用期間が１年未満の場合は、１

年間の年収を想定してお答えください。（○は１つ） 

総収入については、「350 万円以上 400 万円未満」が 21.2％と最も多く、次いで「400 万円以上

500 万円未満」が 18.2％、「300 万円以上 350 万円未満」が 15.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

常勤・専従

常勤・兼務

非常勤・専従

非常勤・兼務

無回答

65.2 

17.4 

13.6 

3.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝132

１０３万円未満

１０３万円以上１３０万円未満

１３０万円以上２０１万円未満

２０１万円以上２５０万円未満

２５０万円以上３００万円未満

３００万円以上３５０万円未満

３５０万円以上４００万円未満

４００万円以上５００万円未満

５００万円以上６００万円未満

６００万円以上

無回答

2.3 

4.5 

3.0 

12.1 

8.3 

15.9 

21.2 

18.2 

11.4 

2.3 

0.8 

0% 10% 20% 30%
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問７ あなたが働く職場について伺います。（それぞれ〇は１つ） 

A．子育てがしやすい 

子育てがしやすいかについては、「どちらともいえない」が 31.8％と最も多く、次いで「そう思う」

が 27.3％、「どちらかといえばそう思う」が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B．介護との両立がしやすい 

介護との両立がしやすいかについては、「どちらかといえばそう思う」と「どちらともいえない」が

29.5％と最も多く、次いで「そう思う」が 18.9％、「どちらかといえばそう思わない」が 11.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

27.3 

24.2 

31.8 

7.6 

7.6 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

18.9 

29.5 

29.5 

11.4 

8.3 

2.3 

0% 10% 20% 30%
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C．産前産後休暇がとりやすい 

産前産後休暇がとりやすいかについては、「そう思う」が 26.5％と最も多く、次いで「どちらともい

えない」が 25.0％、「どちらかといえばそう思う」が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D．育児休暇がとりやすい 

育児休暇がとりやすいかについては、「どちらともいえない」が 28.8％と最も多く、次いで「そう思

う」が 24.2％、「どちらかといえばそう思う」が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

26.5 

24.2 

25.0 

9.8 

11.4 

3.0 

0% 10% 20% 30%

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

24.2 

22.0 

28.8 

7.6 

12.1 

5.3 

0% 10% 20% 30%
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E．有給休暇がとりやすい 

有給休暇がとりやすいかについては、「そう思う」が 42.4％と最も多く、次いで「どちらかといえば

そう思う」が 36.4％、「どちらともいえない」が 11.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F．昇給や昇格、意思決定において男女が平等である 

昇給や昇格、意思決定において男女が平等であるかについては、「どちらかといえばそう思う」が

34.8％と最も多く、次いで「そう思う」が 32.6％、「どちらともいえない」が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

42.4 

36.4 

11.4 

6.8 

1.5 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

32.6 

34.8 

22.7 

3.8 

3.0 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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G．サービス残業を行うことがある 

サービス残業を行うことがあるかについては、「そう思う」が 32.6％と最も多く、次いで「どちらか

といえばそう思う」が 23.5％、「どちらかといえばそう思わない」が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H．時間外勤務が多い 

時間外勤務が多いかについては、「どちらともいえない」が 22.7％と最も多く、次いで「どちらかと

いえばそう思う」が 20.5％、「そう思う」と「どちらかといえばそう思わない」が 19.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

32.6 

23.5 

15.2 

16.7 

9.8 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

19.7 

20.5 

22.7 

19.7 

12.9 

4.5 

0% 10% 20% 30%
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I．ハラスメントに対する対策がなされている 

ハラスメントに対する対策がなされているかについては、「どちらかといえばそう思う」が 39.4％と

最も多く、次いで「そう思う」が 28.0％、「どちらともいえない」が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J．テレワーク（Ｗｅｂ会議や研修など）や在宅勤務の体制が整っている 

テレワーク（Ｗｅｂ会議や研修など）や在宅勤務の体制が整っているかについては、「そう思う」が

24.2％と最も多く、次いで「そう思わない」が 22.0％、「どちらかといえばそう思う」と「どちらかと

いえばそう思わない」が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

28.0 

39.4 

16.7 

6.8 

6.8 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

24.2 

18.2 

15.2 

18.2 

22.0 

2.3 

0% 10% 20% 30%
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K．時短勤務やフレックスなど個人への配慮がなされている 

時短勤務やフレックスなど個人への配慮がなされているかについては、「そう思う」が 25.0％と最も

多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が 22.0％、「そう思わない」が 21.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L．研修会や交流会への参加など、スキルアップの機会が保証されている 

研修会や交流会への参加など、スキルアップの機会が保証されているかについては、「そう思う」が

37.9％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が 34.1％、「どちらともいえない」が 14.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

25.0 

22.0 

16.7 

12.1 

21.2 

3.0 

0% 10% 20% 30%

ｎ＝132

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

37.9 

34.1 

14.4 

5.3 

6.1 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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問８ あなたは今の労働環境にどの程度満足していますか。（○は１つ） 

労働環境の満足度については、「5 点」が 16.7％と最も多く、次いで「８点」が 15.9％、「７点」が

14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 主任介護支援専門員の資格を持っていますか。（○は１つ） 

主任介護支援専門員の資格の有無については、「いいえ」が 70.5％、「はい」が 28.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

0点

1点

2点

3点

4点

5点

6点

7点

8点

9点

10点

無回答

2.3 

0.0 

3.0 

13.6 

5.3 

16.7 

11.4 

14.4 

15.9 

7.6 

8.3 

1.5 

0% 10% 20%

ｎ＝132

はい

いいえ

無回答

28.8 

70.5 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%
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問９① ①～②は問９で「１．はい」と回答した方のみお答えください。 

主任介護支援専門員として行っている業務は何ですか。（主なもの３つまで〇） 

主任介護支援専門員として行っている業務については、「介護支援専門員に対する身近な相談対応」が

68.4％と最も多く、次いで「支援困難事例への対応」が 39.5％、「介護支援専門員への個別指導・同行

訪問」が 31.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝38

介護支援専門員に対する身近な相談対応

支援困難事例への対応

介護支援専門員への個別指導・同行訪問

地域包括支援センターとの連携・協働

医療機関・介護サービス事業者・多職種との
連携体制の構築

主任介護支援専門員同士の連携・
ネットワークづくり

地域の介護支援専門員における資質向上に
向けた取り組み（事例検討等）

地域包括ケアの体制づくり、
社会資源の把握・開発

その他

特にない

無回答

68.4 

39.5 

31.6 

26.3 

21.1 

15.8 

5.3 

2.6 

7.9 

18.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問９② ①～②問９で「１．はい」と回答した方のみお答えください。 

主任介護支援専門員としてどのような支援の充実が必要ですか。（〇はいくつでも） 

主任介護支援専門員として必要な支援の充実については、「主任介護支援専門員の役割の明確化」が

44.7％と最も多く、次いで「主任介護支援専門員の業務を行うための体制づくり」が 34.2％、「地域の

社会資源の把握・ネットワークづくり支援」が 28.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝38

主任介護支援専門員の役割の明確化

主任介護支援専門員の業務を行うための
体制づくり

地域の社会資源の把握・
ネットワークづくり支援

地域包括支援センターの
主任介護支援専門員との連携体制の構築支援

主任介護支援専門員の資質向上を
目的とした研修会の開催

介護予防・自立支援に資する
ケアマネジメントについての啓発

スーパーバイズ等の活動の場の提供

その他

特にない

無回答

44.7 

34.2 

28.9 

26.3 

21.1 

10.5 

10.5 

0.0 

13.2 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 10 介護支援専門員以外にどのような保健医療福祉関係の資格をお持ちですか。 

（お持ちの資格すべてに○） 

保健医療福祉関係の資格については、「介護福祉士」が 83.3％と最も多く、次いで「ホームヘルパー」

が 38.6％、「社会福祉士」が 12.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

介護福祉士

ホームヘルパー

社会福祉士

看護師（准看護師）

精神保健福祉士

理学療法士

薬剤師

歯科衛生士

保健師

作業療法士

言語聴覚士

その他

無回答

83.3 

38.6 

12.9 

3.0 

2.3 

1.5 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

13.6 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 介護支援専門員業務全般について 

 

問 11 ケアマネジメント業務を行う上での課題は何ですか。（主なもの３つまで〇） 

ケアマネジメント業務での課題については、「制度にまたがる支援調整が難しい（障害・生活困窮など）」

が 43.2％と最も多く、次いで「キーパーソンがいない方への支援調整が難しい」が 33.3％、「介護保険

外サービスの種類が少ない」と「介護支援専門員業務以外の事務量が多い」が 25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

制度にまたがる支援調整が難しい
（障害・生活困窮など）

キーパーソンがいない方への
支援調整が難しい

介護保険外サービスの種類が少ない

介護支援専門員業務以外の事務量が多い

利用者および家族がサービスの必要性を
理解していない

基準省令、基準条例の解釈が難しい

利用できる制度がないケースへの
対応が難しい

忙しくて利用者の意見、要望を聞き
調整する時間が十分に取れない

多問題事例のケアマネジメントの方法が
わからない

経済面での調整が難しい

医療機関との連携がうまくとれない

相談できる人が身近にいない

サービス提供事業者に関する情報が少ない

認知症ケアの方法がわからない

所属事業所の関連事業者のサービスに偏る

その他

特にない

無回答

43.2 

33.3 

25.8 

25.8 

19.7 

15.2 

13.6 

11.4 

10.6 

9.8 

8.3 

7.6 

2.3 

1.5 

1.5 

5.3 

4.5 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 12 ケアマネジメント業務の中で、分からないことや困ったことがあったとき誰に相談します

か。（主なもの３つまで○） 

ケアマネジメント業務の中での相談者については、「同一の事業所の介護支援専門員」が 78.0％と最

も多く、次いで「地域包括支援センター」が 56.1％、「市役所（高齢者支援課）」が 39.4％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

同一の事業所の介護支援専門員

地域包括支援センター

市役所（高齢者支援課）

他事業所の介護支援専門員

サービス提供事業者

地域の主任介護支援専門員

医療機関

相談できる相手がいない

千葉県国民健康保険団体連合会

千葉県介護支援専門員協議会

千葉県

我孫子市介護支援専門員連絡協議会

困ったりすることはない

その他

無回答

78.0 

56.1 

39.4 

23.5 

12.1 

6.1 

4.5 

3.8 

1.5 

0.8 

0.8 

0.0 

0.0 

1.5 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 13 担当利用者に対し、ケアマネジメント業務以外に、次のような支援を行っていますか。 

（主なもの３つまで〇） 

ケアマネジメント業務以外の支援については、「受診同行」が 37.9％と最も多く、次いで「介護保険

以外の各種申請（給付金など）」が 32.6％、「安否確認」が 31.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

受診同行

介護保険以外の各種申請（給付金など）

安否確認

緊急入院した場合の対応・手続き

救急車への同乗

利用者以外の家族に対する支援（例：障害・
生活困窮などの関係機関との連携など）

介護サービスで対応できない家事
（例：家具の移動、電球交換など）

受診への送迎

高齢者のひとり歩き（徘徊）時の捜索

薬局への処方箋の提出、受け取り

介護サービス以外の利用時の立会い
（例：ガスの点検、電気器具の設備など）

金銭に関すること

その他

行っていない

無回答

37.9 

32.6 

31.8 

25.8 

25.8 

16.7 

12.9 

11.4 

6.8 

6.1 

4.5 

1.5 

6.1 

14.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40%
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問 14 利用者や家族からあげられる苦情の内容としては、どういったものが多くありますか。 

（主なもの３つまで○） 

利用者や家族からの苦情の内容については、「サービスの質や内容に関すること」が 48.5％と最も多

く、次いで「介護保険制度そのものに関すること」が 34.8％、「利用料に関すること」が 21.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

サービスの質や内容に関すること

介護保険制度そのものに関すること

利用料に関すること

サービス利用等の手続きに関すること

制度やサービスの説明に関すること

介護支援専門員や他の従事者の資質に関する
こと

市役所窓口の接遇に関すること

介護支援専門員や他の従事者の言葉づかいや
態度

利用者の個人情報の保護に関すること

その他

苦情はない

無回答

48.5 

34.8 

21.2 

18.9 

12.9 

10.6 

8.3 

4.5 

1.5 

9.1 

12.1 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 15 介護支援専門員として働く中で、これまで利用者や家族からハラスメントを受けたことは

ありますか。（○は１つ） 

利用者や家族からのハラスメントについては、「受けたことがある」が 59.8％、「受けたことがない」

が 39.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15① ①～③は問 15 で「１．受けたことがある」と回答した方のみお答えください。 

その内容として、あてはまるものを教えてください。（〇はいくつでも） 

ハラスメントを受けた内容については、「精神的暴力」が 88.6％と最も多く、次いで「身体的暴力」

が 15.2％、「セクシャルハラスメント」が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

受けたことがある

受けたことがない

無回答

59.8 

39.4 

0.8 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝79

精神的暴力（例：攻撃的な態度で大声を
出される、人格を否定される発言をされるなど）

身体的暴力（例：物を投げつけられる、
唾をはかれるなど）

セクシャルハラスメント（例：不必要に身体に
接触される、性的発言を繰り返されるなど）

その他

無回答

88.6 

15.2 

13.9 

11.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 15② その際の相談状況を教えてください。（○は１つ） 

ハラスメントを受けた際の相談状況については、「内容によっては相談した」が 53.2％と最も多く、

次いで「些細な内容でも相談した」が 25.3％、「相談しなかった」が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15③ ③は②で「１」「２」（相談した）と回答した方のみお答えください。 

その際に相談した相手を教えてください。（〇はいくつでも） 

ハラスメントを受けた際の相談相手については、「上司」が 83.9％と最も多く、次いで「職場の同僚」

が 62.9％、「友人・知人・家族」が 6.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝79

内容によっては相談した

些細な内容でも相談した

相談しなかった

無回答

53.2 

25.3 

21.5 

0.0 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝62

上司

職場の同僚

友人・知人・家族

部下

所属法人の相談窓口

労働組合

労働局相談コーナー

法律の専門家

その他

無回答

83.9 

62.9 

6.5 

1.6 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

14.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３ ケアプランの作成状況について 

 

問 16 あなたの月平均のケアプラン作成数はどれくらいですか。（数字を記入） 

（１）総数 

月平均のケアプランの作成数については、「10 件未満」が 28.0％と最も多く、次いで「30 件以上～

40 件未満」が 22.7％、「40 件以上～50 件未満」が 21.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新規（介護） 

月平均のケアプランの作成数のうち介護の新規については、「0～５件」が 87.9％と最も多く、次いで

「6～9 件」が 2.3％、「10 件以上～20 件未満」と「30 件以上」が 0.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

10件未満

10件以上～20件未満

20件以上～30件未満

30件以上～40件未満

40件以上～50件未満

50件以上

無回答

28.0 

12.9 

6.8 

22.7 

21.2 

4.5 

3.8 

0% 10% 20% 30%

ｎ＝132

0～5件

6～9件

10件以上～20件未満

20件以上～30件未満

30件以上

無回答

87.9 

2.3 

0.8 

0.0 

0.8 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）新規（予防） 

月平均のケアプランの作成数のうち予防の新規については、「0～５件」が 88.6％と最も多くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 現在のご担当について、要介護度別の内訳をそれぞれ人数でご記入ください。 

市外を含む利用者の人数では「要介護１」が 10 人と最も多く、次いで「要介護２」が 8 人、「要支援

2」が６人となっています。 

我孫子市民の利用者の人数では「要介護１」が 9 人と最も多く、次いで「要介護２」が 7 人、「要支援

2」が 6 人となっています。 

医療的ケアが必要な人数では「要介護１」と「要介護２」、「要介護３」、「要介護 4」「要介護 5」が２

人、次いで「総合事業対象者」と「要支援 1」、「要支援 2」が１人となっています。※平均値を四捨五入

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

0～5件

6～9件

10件以上～20件未満

20件以上

無回答

88.6 

0.0 

0.0 

0.0 

11.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計
総合
事業
対象者

要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

市外を含む
利用者

33.5 3.4 4.6 5.8 9.7 7.8 5.0 3.3 2.3

うち
我孫子市民

33.3 3.5 4.6 5.8 9.3 7.2 4.5 3.2 2.0

うち医療的ケアが
必要な人数

8.4 0.7 0.9 0.9 1.9 2.0 2.0 1.9 1.7

平均値：（人）
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問 18 ケアプラン作成にあたり、優先していることは何ですか。（優先度が高いもの３つまで〇） 

ケアプラン作成時の優先事項については、「利用者の意向」が 90.9％と最も多く、次いで「家族の意

向」が 65.2％、「健康管理」と「利用者の自立」が 23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

利用者の意向

家族の意向

健康管理

利用者の自立

ＡＤＬの維持向上

ＱＯＬの維持向上

家族等の介護負担の軽減

経済面

社会とのつながり

その他

無回答

90.9 

65.2 

23.5 

23.5 

22.7 

22.7 

22.7 

13.6 

5.3 

0.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 19 「自立支援」、「重度化防止」に向けたプランの作成について、日頃どの程度意識していま

すか。（○は１つ） 

「自立支援」、「重度化防止」に向けたプランの作成について、日頃どの程度意識しているかについて

は、「ある程度意識して策定している」が 57.6％と最も多く、次いで「いつも意識して策定している」

が 40.9％、「あまり意識して策定していない」が 0.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

いつも意識して策定している

ある程度意識して策定している

あまり意識して策定していない

全く意識していない

無回答

40.9 

57.6 

0.8 

0.0 

0.8 

0% 20% 40% 60%
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問 20 あなたがケアプランの作成に際し、現在特に困っていることや、これまで特に困ったこと

はありますか。（主なもの３つまで〇） 

ケアプラン作成時に特に困っていることについては、「認定結果の判明が遅い」が 59.1％と最も多く、

次いで「利用者本人と家族の意見が異なる時の調整が難しい」が 56.8％、「利用者や家族から必要以上

のサービス提供を求められる」が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

認定結果の判明が遅い

利用者本人と家族の意見が異なる時の
調整が難しい

利用者や家族から必要以上の
サービス提供を求められる

サービス担当者会議の開催事務が煩雑

サービス提供体制が不十分で、
利用者のニーズに対応できない

アセスメント結果をケアプランに
反映できないケースがある

認知症の利用者、医療行為が必要な
利用者等のケアプラン作成が難しい

サービス提供事業所との調整が難しい

医療機関（主治医等）との連携が
確立できていない

ケアプランの短期、長期目標の設定が難しい

インフォーマルサービスについての
情報がない

薬局との連携が確立できていない

所属事業所や関連事業所のサービスを
積極的に盛り込む必要がある

その他

無回答

59.1 

56.8 

22.0 

21.2 

19.7 

17.4 

11.4 

11.4 

9.8 

7.6 

6.1 

0.8 

0.0 

2.3 

6.1 

0% 20% 40% 60%
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問 21 ケアプランを作成する際、地域の居場所、サロン等の地域資源やインフォーマルサービス

を活用していますか。（○は１つ） 

地域資源やインフォーマルサービスの活用状況については、「していない」が 53.8％、「している」が

45.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 関係者との連携について 

 

問 22 利用者１人に対して、利用者や家族への平均的な訪問頻度はどのくらいですか。（○は１つ） 

（１）要介護の方への訪問 

要介護者への訪問頻度については、「月１回」が 65.2％と最も多く、次いで「月２回」が 14.4％、「月

4 回以上」が 3.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

している

していない

無回答

45.5 

53.8 

0.8 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝132

月４回以上

月３回

月２回

月１回

無回答

3.0 

0.8 

14.4 

65.2 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80%
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（２）要支援・事業対象者（総合事業）の方への訪問 

要支援・事業対象者（総合事業）への訪問頻度については、「月１回」が 71.2％と最も多く、次いで

「月４回以上」が 1.5％、「月３回」と「月２回」が 0.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

月４回以上

月３回

月２回

月１回

無回答

1.5 

0.8 

0.8 

71.2 

25.8 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 23 サービス提供者との関係における課題はどのようなことですか。（主なもの３つまで〇） 

サービス提供者との関係における課題については、「特にない」が 34.1％と最も多く、次いで「利用

者の変化・要望等について報告してくれない」が 27.3％、「双方とも忙しいため、報告や相談のための

時間がとれない」が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

利用者の変化・要望等について
報告してくれない

双方とも忙しいため、報告や相談のための
時間がとれない

サービスの提供内容が不十分に感じる

利用者に対する説明に食い違いがある

ケアプラン通りにサービスを
提供してくれない

その他

特にない

無回答

27.3 

22.0 

18.9 

15.2 

11.4 

8.3 

34.1 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40%
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問 24 地域包括支援センターに機能強化してほしいと思うことは何ですか。 

（主なもの３つまで〇） 

地域包括支援センターに機能強化してほしいことについては、「困難事例への支援の充実」が 57.6％

と最も多く、次いで「地域の関係機関とのネットワークづくり」が 25.0％、「情報提供の充実」が 22.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

困難事例への支援の充実

地域の関係機関とのネットワークづくり

情報提供の充実

介護者支援の充実

虐待への対応の充実

相談機会の増加、緊密な情報交換

地域との交流機会の増加

医療と介護の連携強化に向けた支援の充実

関係機関の紹介

介護予防活動の充実

研修・指導内容の充実

民生委員・児童委員との連携強化

その他

無回答

57.6 

25.0 

22.7 

18.9 

17.4 

14.4 

12.9 

12.9 

11.4 

9.1 

6.1 

6.1 

6.1 

3.8 

0% 20% 40% 60%
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５ 高齢者施策全般について 

 

問 25 我孫子市における介護サービスの過不足についてどのように感じていますか。 

（それぞれ〇は１つ） 

（１）居宅サービス 

A．訪問介護 

居宅サービスのうち訪問介護の過不足については、「少ない」が 34.8％と最も多く、次いで「やや少

ない」が 29.5％、「どちらともいえない」が 26.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B．訪問入浴介護 

居宅サービスのうち訪問入浴介護の過不足については、「どちらともいえない」が 32.6％と最も多く、

次いで「少ない」が 31.8％、「やや少ない」が 28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

2.3 

1.5 

26.5 

29.5 

34.8 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

0.8 

0.8 

32.6 

28.0 

31.8 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40%
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C．訪問看護 

居宅サービスのうち訪問看護の過不足については、「どちらともいえない」が 44.7％と最も多く、次

いで「やや多い」が 22.7％、「多い」が 15.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D．訪問リハビリテーション 

居宅サービスのうち訪問リハビリテーションの過不足については、「どちらともいえない」が 36.4％

と最も多く、次いで「やや少ない」が 25.0％、「やや多い」が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

15.9 

22.7 

44.7 

7.6 

3.0 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

6.8 

14.4 

36.4 

25.0 

12.1 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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E．居宅療養管理指導 

居宅サービスのうち居宅療養管理指導の過不足については、「どちらともいえない」が 64.4％と最も

多く、次いで「やや少ない」が 15.2％、「やや多い」が 8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F．通所介護（地域密着型含む） 

居宅サービスのうち通所介護の過不足については、「どちらともいえない」が 59.8％と最も多く、次い

で「やや少ない」が 15.9％、「やや多い」が 12.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

1.5 

8.3 

64.4 

15.2 

3.8 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

1.5 

12.9 

59.8 

15.9 

3.8 

6.1 

0% 20% 40% 60%
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G．通所リハビリテーション 

居宅サービスのうち通所リハビリテーションの過不足については、「どちらともいえない」が 56.8％

と最も多く、次いで「やや少ない」が 25.0％、「少ない」が 7.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H．短期入所生活介護 

居宅サービスのうち短期入所生活介護の過不足については、「どちらともいえない」が 52.3％と最も

多く、次いで「やや少ない」が 25.8％、「やや多い」が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

1.5 

3.0 

56.8 

25.0 

7.6 

6.1 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

1.5 

9.1 

52.3 

25.8 

3.8 

7.6 

0% 20% 40% 60%
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I．短期入所療養介護 

居宅サービスのうち短期入所療養介護の過不足については、「どちらともいえない」が 42.4％と最も

多く、次いで「やや少ない」が 36.4％、「少ない」が 11.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J．福祉用具貸与・特定福祉用具販売 

居宅サービスのうち福祉用具貸与・特定福祉用具販売の過不足については、「どちらともいえない」が

47.0％と最も多く、次いで「やや多い」が 23.5％、「多い」が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

0.0 

2.3 

42.4 

36.4 

11.4 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

18.2 

23.5 

47.0 

3.8 

1.5 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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K．特定施設入居者生活介護 

居宅サービスのうち特定施設入居者生活介護の過不足については、「どちらともいえない」が 67.4％

と最も多く、次いで「やや少ない」が 12.1％、「やや多い」と「少ない」が 6.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L．定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

居宅サービスのうち定期巡回・随時対応型訪問介護看護の過不足については、「少ない」が 44.7％と

最も多く、次いで「やや少ない」が 22.7％、「どちらともいえない」が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

1.5 

6.1 

67.4 

12.1 

6.1 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

0.8 

1.5 

22.0 

22.7 

44.7 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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M．認知症対応型通所介護 

居宅サービスのうち認知症対応型通所介護の過不足については、「少ない」が 46.2％と最も多く、次

いで「やや少ない」が 24.2％、「どちらともいえない」が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N．小規模多機能型居宅介護 

居宅サービスのうち小規模多機能型居宅介護の過不足については、「どちらともいえない」が 35.6％

と最も多く、次いで「やや少ない」が 26.5％、「少ない」が 25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

0.0 

1.5 

22.0 

24.2 

46.2 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

0.0 

3.8 

35.6 

26.5 

25.8 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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O．認知症対応型共同生活介護 

居宅サービスのうち認知症対応型共同生活介護の過不足については、「どちらともいえない」が 45.5％

と最も多く、次いで「やや少ない」が 22.7％、「少ない」が 21.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P．特定施設入居者生活介護（地域密着型含む） 

居宅サービスのうち特定施設入居者生活介護の過不足については、「どちらともいえない」が 54.5％

と最も多く、次いで「やや少ない」が 16.7％、「少ない」が 15.9％となっています。 

 

   

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

0.0 

3.8 

45.5 

22.7 

21.2 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

0.0 

3.0 

54.5 

16.7 

15.9 

9.8 

0% 20% 40% 60%
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Q．その他 

居宅サービスのうちその他の過不足については、「どちらともいえない」が 8.3％と最も多く、次いで

「少ない」が 1.5％、「やや少ない」が 0.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）施設サービス 

A．介護老人福祉施設（地域密着型含む） 

施設サービスのうち介護老人福祉施設の過不足については、「どちらともいえない」が 55.3％と最も

多く、次いで「やや少ない」が 23.5％、「少ない」が 8.3％となっています。 

 

   

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

0.0 

0.0 

8.3 

0.8 

1.5 

89.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

1.5 

6.8 

55.3 

23.5 

8.3 

4.5 

0% 20% 40% 60%
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B．介護老人保健施設 

施設サービスのうち介護老人保健施設の過不足については、「どちらともいえない」が 54.5％と最も

多く、次いで「やや少ない」が 26.5％、「少ない」が 7.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

多い

やや多い

どちらともいえない

やや少ない

少ない

無回答

2.3 

4.5 

54.5 

26.5 

7.6 

4.5 

0% 20% 40% 60%
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問 26 介護支援専門員への対応として、我孫子市に期待することは何ですか。 

（主なもの５つまで〇） 

介護支援専門員への対応として市に期待することについては、「介護保険の迅速な要介護認定」が

66.7％と最も多く、次いで「事務手続きの簡略化」が 45.5％、「支援困難者への対応」が 42.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

介護保険の迅速な要介護認定

事務手続きの簡略化

支援困難者への対応

介護支援専門員の地位向上に関する取組

介護保険制度（総合事業を含む）に
関する情報の提供

医療と介護の連携強化対策

保健・福祉サービスの情報提供

給付管理等に関する相談体制の充実

市民への自立支援や
適切なサービス利用についての啓発

スキルアップのための研修会・講習会の実施

介護支援専門員の公正・中立性を
確保する対策

虐待対策の充実

介護予防・日常生活支援総合事業サービスの
見直し

医療介護連携への支援

居宅介護支援事業所の独立性を尊重する対策

多職種連携への支援

ケアマネジメントの質の向上に向けた
ケアプラン点検の実施

事業所の指導・監督等

その他

特にない

無回答

66.7 

45.5 

42.4 

36.4 

28.0 

17.4 

15.9 

14.4 

11.4 

10.6 

7.6 

7.6 

6.8 

6.8 

5.3 

5.3 

3.0 

2.3 

5.3 

3.0 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 27 インフォーマルサービスの充実に向けて、地域にどのような活動があれば良いと思います

か。（主なもの３つまで〇） 

インフォーマルサービスの充実に向けた地域の活動については、「外出時の付き添いや介助」が 59.1％

と最も多く、次いで「高齢者の見守り活動」が 47.7％、「災害等の緊急時の対応」が 45.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

外出時の付き添いや介助

高齢者の見守り活動

災害等の緊急時の対応

住民同士の交流、支えあい活動

家事の支援活動

サークルや趣味の活動

健康づくりや介護予防に関する活動

市役所・社会福祉協議会等との連携

住民同士の学びあい活動

隣近所や友人・知人による会食

その他

無回答

59.1 

47.7 

45.5 

28.0 

25.8 

21.2 

15.2 

12.1 

5.3 

1.5 

0.8 

1.5 

0% 20% 40% 60%
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問 28 今後、認知症施策を進めていく上で、我孫子市はどのようなことに重点を置くべきだと考

えますか。（主なもの３つまで〇） 

認知症施策を進めるうえで市が重点を置くべきことについては、「家族の精神的な負担を緩和する取組」

が 36.4％と最も多く、次いで「見守りボランティアなど、在宅での生活を支える取組」が 32.6％、「認

知症の人が活動する場づくり、社会参加の支援」が 28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

家族の精神的な負担を緩和する取組

見守りボランティアなど、在宅での生活を
支える取組

認知症の人が活動する場づくり、
社会参加の支援

認知症を早期に発見し、予防活動や
専門医療機関につなげる取組

かかりつけ医から専門医療機関への
スムーズな連携体制づくり

医療と介護・行政との連携強化

成年後見制度など、認知症の人の権利や
財産を守る制度の活用促進

介護サービスにあたる専門職の質の向上

認知症への正しい理解を広める取組

家族を対象に、介護や
コミュニケーション方法等の研修会の開催

行方不明や緊急時への対応

施設の整備

６４歳以下で発症する
若年性認知症の方の支援

虐待を防止する制度や取組の充実

その他

無回答

36.4 

32.6 

28.0 

27.3 

24.2 

21.2 

20.5 

14.4 

13.6 

12.1 

10.6 

9.8 

9.8 

3.8 

3.0 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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問 29 地域包括ケアシステムを構築するために必要だと思われるものは何ですか。 

（主なもの３つまで〇） 

地域包括ケアシステム構築のために必要なことについては、「地域の社会資源及び住民ニーズの把握」

が 53.8％と最も多く、次いで「生活支援サービスの担い手の確保」が 46.2％、「地域の見守りネットワ

ークの強化」が 36.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

地域の社会資源及び住民ニーズの把握

生活支援サービスの担い手の確保

地域の見守りネットワークの強化

ケアシステムの構築に向けた
行政の支援体制の充実

医療・介護サービス従事者の連携の強化

情報共有手段としてのＩＣＴの活用

マイノリティーに対する差別や
偏見への解消（認知症・引きこもり等）

地域ケア会議の活性化

その他

無回答

53.8 

46.2 

36.4 

31.1 

29.5 

18.9 

12.9 

10.6 

0.8 

3.0 

0% 20% 40% 60%
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問 30 地域包括ケアシステムを促進するため、重要だと思われる組織・団体等は次のうちどれで

すか。特に重要だと思われる５団体を選んでください。（主なもの５つまで〇） 

地域包括ケアシステムを促進するために重要だと思われる組織・団体等については、「地域包括支援セ

ンター」が 73.5％と最も多く、次いで「介護支援専門員」が 45.5％、「自治会」が 41.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

地域包括支援センター

介護支援専門員

自治会

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

医師・歯科医師・薬剤師

介護サービス事業所

警察署・交番

商店街（スーパー・コンビニ等）

医師会・歯科医師会・薬剤師会

ＮＰＯ・ボランティア

生活支援コーディネーター

老人クラブ

ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）

消防署・消防団

認知症サポーター

マンション・アパート管理人

介護相談員

不動産業者

その他

無回答

73.5 

45.5 

41.7 

39.4 

34.8 

24.2 

22.0 

22.0 

15.9 

15.2 

14.4 

11.4 

8.3 

7.6 

7.6 

6.8 

5.3 

2.3 

2.3 

0.8 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%



第６章 介護支援専門員調査 

207 

６ 在宅医療やその他について 

 

問 31 在宅で看取りのケアプランを作成した経験はありますか。（〇は１つ） 

看取りのケアプランを作成した経験については、「ある」が 67.4％、「ない」が 31.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 問 31 で「１．ある」と回答した方のみお答えください。 

看取りの支援で困ったことは何ですか（〇はいくつでも） 

看取りの支援で困ったことについては、「家族が看取りに対する十分な理解や心の準備が出来ていない」

と「ご本人の意思確認や希望の把握が難しい」が 48.3％と最も多く、次いで「夜間・休日など緊急時の

支援体制が十分でない」が 29.2％、「ご本人の症状や苦痛への対応が難しい」が 27.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

ある

ない

無回答

67.4 

31.1 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝89

家族が看取りに対する十分な理解や
心の準備が出来ていない

ご本人の意思確認や希望の把握が難しい

夜間・休日など緊急時の支援体制が
十分でない

ご本人の症状や苦痛への対応が難しい

医師との連携が難しい

自宅環境が看取りに適していない

訪問看護・訪問介護との連携が難しい

介護職員や関係者の経験不足による不安や
対応が難しい

その他

無回答

48.3 

48.3 

29.2 

27.0 

23.6 

19.1 

14.6 

9.0 

7.9 

6.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 33 支援をしている中での実感として、ここ数年（３年程度）で看取りのケアを希望される利

用者が増えたと感じますか。（〇は１つ） 

看取りのケアの希望者が増えたかについては、「あまり変わらない」が 47.7％と最も多く、次いで「増

えている」が 28.8％、「わからない」が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34 在宅医療を支えるうえで、医師などの医療関係機関との連携は取れていますか。 

（〇は１つ） 

医療関係機関との連携は取れているかについては、「まあまあ連携は取れている」が 64.4％と最も多

く、次いで「あまり連携は取れていない」が 15.9％、「どちらともいえない」が 7.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

増えている

あまり変わらない

減っている

わからない

無回答

28.8 

47.7 

3.0 

18.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝132

十分に連携は取れている

まあまあ連携は取れている

あまり連携は取れていない

まったく連携は取れていない

どちらともいえない

無回答

6.1 

64.4 

15.9 

2.3 

7.6 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 35 医療との連携において、課題だと思うことは何ですか。（〇はいくつでも） 

医療との連携においての課題については、「主治医と話し合う機会が少ない」が 49.2％と最も多く、

次いで「連携のための連絡調整に時間がかかるなど苦労がある」と「協力的な姿勢や対応が得にくいこと

がある」が 34.1％、「医師や医療関係者とコミュニケーションをとることが難しい」が 32.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 36 この１年間で、病院に入院または退院する利用者を担当したことがありましたか。 

（〇は１つ） 

病院に入院または退院する利用者を担当したことについては、「ある」が 88.6％、「ない」が 7.6％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

主治医と話し合う機会が少ない

連携のための連絡調整に時間がかかるなど
苦労がある

協力的な姿勢や対応が得にくいことがある

医師や医療関係者とコミュニケーションを
とることが難しい

利用者の自宅での生活への理解や関心が
不足していると感じることがある

医療に関する表現や用語が難解で
理解しにくいことがある

情報提供しても活用されない
（活用されているか不明である）ことが多い

その他

特にない

無回答

49.2 

34.1 

34.1 

32.6 

27.3 

25.8 

20.5 

1.5 

8.3 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝132

ある

ない

無回答

88.6 

7.6 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 37 問 36 で「１．ある」と回答した方のみお答えください。 

この１年間で入院・退院をした利用者は、それぞれ何人ですか。 

介護支援専門員１人あたりの年間平均支援件数については、「入院した利用者」が 10 件、「退院した利

用者」が 9 件（いずれも延べ人数）となっています。※平均値を四捨五入しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 38 問 36 で「１．ある」と回答した方のみお答えください。 

利用者が入院・退院した際の連携先をお答えください。（〇はいくつでも） 

入院・退院した際の連携先については、「病院の医療相談担当スタッフ」が 83.8％と最も多く、次い

で「看護師」が 66.7％、「リハビリテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士等）」が

41.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝117

病院の医療相談担当スタッフ

看護師

リハビリテーション専門職（理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士等）

介護サービス事業所

医師

生活相談員

介護支援専門員

管理栄養士・栄養士

その他

特に連携していない

無回答

83.8 

66.7 

41.0 

34.2 

33.3 

16.2 

15.4 

7.7 

3.4 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平均値：（人）

計

入院した利用者 10.2

退院した利用者 9.3
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問 39 入退院支援・調整について、どのように感じていますか。 

（それぞれあてはまるものに１つずつ○） 

① 医療機関によって退院支援・調整の対応が異なり、困ることがある 

医療機関によって退院支援・調整の対応が異なり、困ることについては、「そう思う」が 50.0％と最も

多く、次いで「どちらともいえない」が 26.5％、「非常にそう思う」が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 病院における退院前カンファレンスが開催されるときには、必ず参加できている 

退院前カンファレンスに必ず参加できているかについては、「そう思う」が 37.1％と最も多く、次いで

「非常にそう思う」が 26.5％、「どちらともいえない」が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

非常にそう思う

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

全くそう思わない

無回答

15.2 

50.0 

26.5 

3.8 

1.5 

3.0 

0% 20% 40% 60%

ｎ＝132

非常にそう思う

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

全くそう思わない

無回答

26.5 

37.1 

18.2 

14.4 

1.5 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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③ 退院時に、利用者・家族は病状について病院の主治医・看護師等から十分説明を受けて理解している 

退院時に病状について説明を受けて理解しているかについては、「どちらともいえない」が 43.9％と最

も多く、次いで「そう思う」が 28.8％、「そう思わない」が 20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 退院時に、病院の主治医または連携担当者（地域連携室など）と円滑な連携がとれている 

退院時に、病院の主治医または連携担当者と連携がとれているかについては、「そう思う」が 40.9％と

最も多く、次いで「どちらともいえない」が 36.4％、「そう思わない」が 12.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝132

非常にそう思う

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

全くそう思わない

無回答

2.3 

28.8 

43.9 

20.5 

1.5 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝132

非常にそう思う

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

全くそう思わない

無回答

5.3 

40.9 

36.4 

12.1 

1.5 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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⑤ 入院時に、病院に対して在宅時の状況について情報提供するなど適切な連携が取れている 

入院時に在宅時の状況について情報提供するなど連携が取れているかについては、「そう思う」が

47.7％と最も多く、次いで「どちらともいえない」が 30.3％、「非常にそう思う」と「そう思わない」が

8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 病院から事業所職員への適切な情報提供が行われている 

病院からの適切な情報提供については、「そう思う」が 34.1％と最も多く、次いで「どちらともいえな

い」が 33.3％、「そう思わない」が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

非常にそう思う

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

全くそう思わない

無回答

8.3 

47.7 

30.3 

8.3 

0.8 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝132

非常にそう思う

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

全くそう思わない

無回答

7.6 

34.1 

33.3 

18.2 

3.0 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40%
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問 40 本来の業務範囲以外となる「シャドウワーク」を行ったことはありますか。 

（〇は１つ） 

シャドウワークを行ったことがあるかについては、「ある」が 78.8％、「ない」が 18.9％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 41 問 40 で「１．ある」と回答した方のみお答えください。 

どのような支援を行いましたか。（○はいくつでも） 

シャドウワークで行った支援については、「緊急時の訪問対応」が 72.1％と最も多く、次いで「行政

手続きなどの代行、支援」が 64.4％、「通院の付き添い」が 61.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝132

ある

ない

無回答

78.8 

18.9 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝104

緊急時の訪問対応

行政手続きなどの代行、支援

通院の付き添い

救急搬送の要請、救急車に同乗

高頻度・長時間の電話対応、時間外相談

郵便の整理

部屋の片づけ・ゴミ出し

買い物など家事支援

入院・入所時の手続き

支払いの代行

家族自身への支援

住宅についての相談・支援

金融機関での手続きなどの代行

死後事務への対応

ペット・植物の世話

その他

無回答

72.1 

64.4 

61.5 

58.7 

57.7 

51.0 

45.2 

37.5 

35.6 

30.8 

30.8 

19.2 

10.6 

7.7 

6.7 

6.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 42 問 40 で「１．ある」と回答した方のみお答えください。 

シャドウワークを担うことになった背景や理由を教えてください。（○はいくつでも） 

シャドウワークを担うことになった背景や理由については、「家族・親族等の身寄りの不在、身元保証

等の担い手がいないため」が 82.7％と最も多く、次いで「制度だけでは対応できない生活ニーズへの支

援のため」が 64.4％、「（災害や事故、体調の急変など）生命の危機に関わる可能性があり、緊急支援が

必要だと判断したため」が 51.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝104

家族・親族等の身寄りの不在、身元保証等の
担い手がいないため

制度だけでは対応できない生活ニーズへの
支援のため

（災害や事故、体調の急変など）生命の
危機に関わる可能性があり、緊急支援が

必要だと判断したため

地域の社会資源・他の関係機関が
不足しているため

利用者や家族からの強い依頼があったため

断りづらい雰囲気・使命感があるため

利用者や家族との信頼性の維持のため

他のケアマネジャーも行っているため

事業所の方針のため

個人の経験や価値観のため

その他

無回答

82.7 

64.4 

51.0 

37.5 

34.6 

26.9 

22.1 

6.7 

2.9 

1.0 

7.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 43 問 40 で「１．ある」と回答した方のみお答えください。 

シャドウワークが業務負担や離職リスクの上昇につながっていると感じますか。 

（〇は１つ） 

シャドウワークが業務負担や離職リスクの上昇につながっているかについては、「とても感じる」が

51.9％と最も多く、次いで「やや感じる」が 39.4％、「あまり感じない」が 7.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝104

とても感じる

やや感じる

あまり感じない

まったく感じない

無回答

51.9 

39.4 

7.7 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60%
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１ 介護従事者としてのあなたご自身について 

 

問１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「女性」が 71.0％、「男性」が 26.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの現在の年齢をお答えください。（○は１つ） 

年齢については、「40～49 歳」が 31.0％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 30.0％、「30～39

歳」が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝297

男性

女性

回答しない

無回答

26.6 

71.0 

2.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝297

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上

無回答

9.4 

15.2 

31.0 

30.0 

5.4 

3.7 

5.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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問３ あなたが従事している介護サービスの種類は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

従事している介護サービスの種類については、「介護老人福祉施設」が 30.6％と最も多く、次いで「介

護老人保健施設」が 12.5％、「通所介護（利用実員 19 人以上）」が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝297

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

通所介護（利用実員19人以上）

地域密着型通所介護（利用実員18人以下）

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

特定施設入居者生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

訪問看護

居宅介護支援

訪問介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

訪問リハビリテーション

訪問入浴介護

認知症対応型通所介護

短期入所療養介護

無回答

30.6 

12.5 

10.8 

7.7 

6.7 

5.1 

4.4 

4.4 

3.4 

3.0 

2.0 

2.0 

1.0 

1.0 

0.7 

0.3 

0.3 

0.0 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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問４ あなたの主な職種をお聞きします。（○は１つ） 

職種については、「介護職員・訪問介護員」が 65.7％と最も多く、次いで「看護職員（看護師、准看護

師、保健師）」が 15.8％、「生活相談員」が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 問４でお答えいただいた職種の、通算経験年数をお聞きします。（○は１つ） 

主な職種の通算経験年数については、「15 年以上」が 35.4％と最も多く、次いで「5 年～10 年未満」

が 19.9％、「10 年～15 年未満」が 17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝297

介護職員・訪問介護員

看護職員（看護師、准看護師、保健師）

生活相談員

機能訓練指導員

栄養士・管理栄養士

無回答

65.7 

15.8 

11.8 

3.4 

2.4 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝297

１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年以上

無回答

7.7 

8.1 

10.8 

19.9 

17.8 

35.4 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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問６ 調査対象の事業所での、通算勤務年数をお聞きします。（○は１つ） 

現在の事業所への通算勤務年数については、「5 年～10 年未満」が 19.2％と最も多く、次いで「１年

～３年未満」が 17.8％、「1 年未満」が 16.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 調査対象の事業所での、あなたの雇用形態をお聞きします。（○は１つ） 

雇用形態については、「常勤（正職員）」が 63.3％、「非常勤」が 27.6％、「常勤（臨時職員）」が 5.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝297

１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年以上

無回答

16.2 

17.8 

14.8 

19.2 

15.8 

15.5 

0.7 

0% 10% 20%

ｎ＝297

常勤（正職員）

常勤（臨時職員）

非常勤

その他

無回答

63.3 

5.1 

27.6 

4.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問８ 調査対象の事業所での、あなたの１週間の平均労働時間をお聞きします。（○は１つ） 

1 週間の平均労働時間については、「40 時間～50 時間未満」が 33.7％と最も多く、次いで「30 時

間～40 時間未満」が 27.3％、「10 時間～20 時間未満」が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 調査対象の事業所での、あなたの勤務体制をお聞きします。（○は１つ） 

勤務体制については、「日勤のみ」が 62.0％、「交代勤務」が 33.3％、「夜勤のみ」が 1.7％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝297

10時間未満

10時間～20時間未満

20時間～30時間未満

30時間～40時間未満

40時間～50時間未満

50時間以上

無回答

9.4 

13.1 

9.8 

27.3 

33.7 

6.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝297

日勤のみ

夜勤のみ

交代勤務

その他

無回答

62.0 

1.7 

33.3 

3.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 10 あなたがお勤めの事業所では、おおよそ何人くらいの職員（常勤・非常勤とも）が勤務し

ていますか。（○は１つ） 

職員数については、「50～99 人」が 24.2％と最も多く、次いで「10～19 人」が 23.6％、「100 人

以上」が 19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝297

１～４人

５～９人

10～19人

20～29人

30～39人

40～49人

50～99人

100人以上

無回答

3.7 

11.8 

23.6 

11.4 

3.0 

3.0 

24.2 

19.2 

0.0 

0% 10% 20% 30%
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問 11 あなたが現在の事業所を選んだ理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

現在の事業所を選んだ理由ついては、「立地条件（通勤距離・交通の利便性）」が 60.9％と最も多く、

次いで「勤務条件（勤務時間・休日など）」が 40.4％、「職場の雰囲気」が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝297

立地条件（通勤距離・交通の利便性）

勤務条件（勤務時間・休日など）

職場の雰囲気

給与の額

事業所の種別

知人などからの紹介

事業所の環境（快適さ・清潔さ）

事業所の理念・方針

事業所の規模

学校・大学の紹介

特にない

その他

無回答

60.9 

40.4 

22.6 

20.5 

14.5 

14.1 

11.8 

8.1 

7.4 

2.0 

7.7 

5.4 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%
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２ 職場の環境について 

 

問 12 あなたが働く職場について伺います。（それぞれ○は１つ） 

A．子育てがしやすい 

子育てがしやすいかについては、「どちらかといえばそう思う」が 38.7％と最も多く、次いで「そう

思う」が 27.6％、「どちらともいえない」が 23.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B．介護との両立がしやすい 

介護との両立がしやすいかについては、「どちらかといえばそう思う」が 35.7％と最も多く、次いで

「どちらともいえない」が 31.6％、「そう思う」が 16.2％となっています。 

   

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

27.6 

38.7 

23.9 

5.4 

1.3 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

16.2 

35.7 

31.6 

9.1 

3.4 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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C．産前産後休暇がとりやすい 

産前産後休暇がとりやすいかについては、「どちらかといえばそう思う」が 35.0％と最も多く、次い

で「どちらともいえない」が 27.3％、「そう思う」が 26.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D．育児休暇がとりやすい 

育児休暇がとりやすいかについては、「どちらかといえばそう思う」が 30.3％と最も多く、次いで「ど

ちらともいえない」が 26.9％、「そう思う」が 25.9％となっています。 

   

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

26.3 

35.0 

27.3 

4.7 

2.4 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

25.9 

30.3 

26.9 

6.7 

5.1 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40%
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E．有給休暇がとりやすい 

有給休暇がとりやすいかについては、「どちらかといえばそう思う」が 36.7％と最も多く、次いで「そ

う思う」が 32.3％、「どちらともいえない」が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F．昇給や昇格、意思決定において男女が平等である 

昇給や昇格、意思決定において男女が平等であるかについては、「どちらかといえばそう思う」が

37.0％と最も多く、次いで「どちらともいえない」が 26.6％、「そう思う」が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

32.3 

36.7 

15.2 

7.1 

5.7 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

22.6 

37.0 

26.6 

6.1 

3.7 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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G．サービス残業を行うことがある 

サービス残業を行うことがあるかについては、「どちらともいえない」が 26.6％と最も多く、次いで

「そう思わない」が 19.5％、「どちらかといえばそう思う」と「どちらかといえばそう思わない」が 18.5%

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H．時間外勤務が多い 

時間外勤務が多いかについては、「どちらともいえない」が 30.0％と最も多く、次いで「どちらかと

いえばそう思わない」が 18.9％、「どちらかといえばそう思う」が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

14.8 

18.5 

26.6 

18.5 

19.5 

2.0 

0% 10% 20% 30%

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

13.1 

18.5 

30.0 

18.9 

17.8 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40%
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I．ハラスメントに対する対策がなされている 

ハラスメントに対する対策がなされているかについては、「どちらかといえばそう思う」が 34.3％と

最も多く、次いで、「どちらともいえない」が 31.3％、「そう思う」が 17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J．テレワーク（Ｗｅｂ会議や研修など）や在宅勤務の体制が整っている 

テレワーク（Ｗｅｂ会議や研修など）や在宅勤務の体制が整っているかについては、「どちらともいえ

ない」が 30.6％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が 20.2％、「そう思わない」が 19.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

17.8 

34.3 

31.3 

8.8 

5.1 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

8.8 

20.2 

30.6 

17.8 

19.9 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40%
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K．時短勤務やフレックスなど個人への配慮がなされている 

時短勤務やフレックスなど個人への配慮がなされているかについては、「どちらかといえばそう思う」

が 33.3％と最も多く、次いで「どちらともいえない」が 31.0％、「そう思う」が 16.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L．研修会や交流会への参加など、スキルアップの機会が保証されている 

研修会や交流会への参加など、スキルアップの機会が保証されているかについては、「どちらかといえ

ばそう思う」が 35.7％と最も多く、次いで「どちらともいえない」が 29.0％、「そう思う」が 20.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

16.5 

33.3 

31.0 

8.8 

7.1 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40%

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

20.5 

35.7 

29.0 

8.8 

4.0 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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M．職場でコミュニケーションが取れている 

職場でコミュニケーションが取れているかについては、「どちらかといえばそう思う」が 47.8％と最

も多く、次いで「そう思う」が 24.6％、「どちらともいえない」17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝297

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

24.6 

47.8 

17.8 

6.4 

2.4 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 13 あなたは今の労働環境にどの程度満足していますか。（○は１つ） 

労働環境の満足度については、「5 点」が 18.5％と最も多く、次いで「７点」が 17.8％、「８点」が

16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝297

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点

無回答

3.0 

2.0 

4.0 

6.1 

4.7 

18.5 

14.5 

17.8 

16.8 

5.7 

5.4 

1.3 

0% 10% 20%



第７章 介護従事者調査 

234 

３ 業務に対する評価・待遇について 

 

問14 あなたの職場では、業務に関して公平な評価が行われる制度（人事考課など）はありますか。 

（○は１つ） 

評価制度の有無については、「ある」が 44.8％、「ない」が 16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 あなたの業務に対する評価をどのように感じていますか。（○は１つ） 

業務に対する評価については、「概ね良く評価されている」が 47.5％と最も多く、次いで「わからな

い」が 31.6％、「やや過少に評価されている」が 11.1％となっています。 

 

  

ｎ＝297

ある

ない

わからない

無回答

44.8 

16.8 

38.0 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝297

非常に良く評価されている

概ね良く評価されている

やや過少に評価されている

非常に過少に評価されている

わからない

無回答

6.4 

47.5 

11.1 

3.0 

31.6 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 16 事業所から受け取る賃金の支払形態をお聞きします。（○は１つ） 

賃金の支払形態については、「月給制」が 75.1％と最も多く、次いで「時間給制」が 22.2％、「日給

制」が 0.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 差し支えなければ、現在支給されている給与・賃金の額（月額【諸手当・税込】）をお答え

ください。（○は１つ） 

給与・賃金の額については、「20 万円～25 万円未満」が 20.5％と最も多く、次いで「25 万円～30

万円未満」が 19.2％、「15 万円～20 万円未満」が 14.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝297

月給制

日給制

時間給制

その他

無回答

75.1 

0.3 

22.2 

1.7 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝297

５万円未満

５万円～10万円未満

10万円～15万円未満

15万円～20万円未満

20万円～25万円未満

25万円～30万円未満

30万円～40万円未満

40万円～50万円未満

50万円以上

無回答

1.3 

12.1 

9.8 

14.5 

20.5 

19.2 

13.5 

4.7 

1.3 

3.0 

0% 10% 20% 30%
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問 18 あなたは、現在支給されている給与・賃金の額について、どのように感じていますか。 

（○は１つ） 

給与・賃金額の満足度については、「やや少ないと思う」が 43.8％と最も多く、次いで「概ね満足し

ている」が 29.6％、「非常に少ないと思う」が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 都内、近隣市の介護事業所と比べ賃金に差があると感じますか。（○は１つ） 

近隣市の介護事業所との賃金差については、「低いと感じる」が 55.6％と最も多く、次いで「あまり

感じない」が 38.0％、「高いと感じる」が 5.1％となっています。 

 

   

ｎ＝297

非常に満足している

概ね満足している

やや少ないと思う

非常に少ないと思う

わからない

無回答

4.4 

29.6 

43.8 

18.5 

3.0 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝297

高いと感じる

低いと感じる

あまり感じない

まったく感じない

無回答

5.1 

55.6 

38.0 

0.7 

0.7 

0% 20% 40% 60%
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４ 仕事に対する不安や今後のことについて 

 

問 20 あなたは、仕事にストレスを感じることがありますか。（○は１つ） 

仕事へのストレスについては、「多少は感じる」が 54.2％と最も多く、次いで「非常に感じる」が

31.0％、「あまり感じない」が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝297

非常に感じる

多少は感じる

あまり感じない

全く感じない

わからない

無回答

31.0 

54.2 

11.1 

2.0 

1.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%
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問 21 問 20 で「１」、「２」と回答した方にお聞きします。 

あなたがストレスを感じる原因は何ですか。（〇はいくつでも） 

ストレスの原因については、「職場における上司や同僚との関係」が 41.1％と最も多く、次いで「業

務内容自体（介護・看護など）」が 33.2％、「個人の責任が重く、プレッシャーがかかること」が 32.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ＝253

職場における上司や同僚との関係

業務内容自体（介護・看護など）

個人の責任が重く、
プレッシャーがかかること

利用者やその家族との関係

勤務条件（長時間労働・不規則な勤務体制）

雑用が多く、本来の業務に集中できないこと

緊急な対応を求められる仕事が多いこと

わからない

その他

無回答

41.1 

33.2 

32.0 

24.5 

22.9 

22.1 

22.1 

3.2 

6.7 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 22 あなたは、仕事に関して不安を感じることがありますか。（〇はいくつでも） 

仕事に関する不安については、「緊急時の対応や医療・介護事故」が 44.8％と最も多く、次いで「自

分自身の健康状態」が 40.1％、「仕事に関する経験・知識の不足」が 36.4％となっています。 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝297

緊急時の対応や医療・介護事故

自分自身の健康状態

仕事に関する経験・知識の不足

今後の勤務状況やキャリア

職場における上司や同僚との関係

事業所の運営方針や経営状況

利用者やその家族との関係

介護保険制度などの制度改正

特に不安はない

その他

無回答

44.8 

40.1 

36.4 

33.0 

30.0 

24.2 

23.2 

15.8 

8.1 

1.7 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 23 あなたは、今後も現在の事業所で仕事を続けたいと思いますか。（○は１つ） 

現在の事務所での仕事の継続については、「当面は続けたい」が 57.6％と最も多く、次いで「ずっと続け

たい」が 13.8％、「どちらとも言えない」が 13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝297

ずっと続けたい

当面は続けたい

あまり続けたくない

近いうちに辞めたい

どちらとも言えない

無回答

13.8 

57.6 

9.8 

5.1 

13.5 

0.3 

0% 20% 40% 60%
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問 24 問23で「３」、「４」と回答した方にお聞きします。 

現在の事業所で仕事を続けたくないと思う理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

続けたくない理由については、「給与・賃金が安いから」が 59.1％と最も多く、次いで「体力的にき

ついから」と「個人の責任が重く、プレッシャーがかかるから」が 40.9％、「昇進やキャリアアップを

望めないから」が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝44

給与・賃金が安いから

体力的にきついから

個人の責任が重く、
プレッシャーがかかるから

昇進やキャリアアップを望めないから

勤務時間が長時間または不規則だから

緊急な対応を求められる仕事が多いから

やりたい仕事ができないから

介護以外の仕事に就きたいから

介護に関する別の職種に就きたいから

わからない

その他

無回答

59.1 

40.9 

40.9 

29.5 

20.5 

20.5 

18.2 

18.2 

11.4 

2.3 

2.3 

2.3 

0% 20% 40% 60%
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問 25 今後、介護に携わる人材を増やすためには、どのような支援が必要だと思いますか。 

（あてはまるもの３つまでに○） 

介護に携わる人材を増やすためにどのような支援が必要かについては、「職場環境の改善」が 58.2％

と最も多く、次いで「介護職のイメージアップ」が 45.8％、「職員のメンタルヘルスケア」が 25.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝297

職場環境の改善

介護職のイメージアップ

職員のメンタルヘルスケア

子育てしながらでも働けるよう、
事業所内に保育施設を設ける

資格はあるけれども働いていない方
（潜在的有資格者）の掘り起こし

小・中・高校や、生徒の保護者に向けた
福祉・介護職の普及啓発

資格取得研修等の開催

福祉・介護職の職場の紹介

中高年齢層を対象とした就職支援

（福祉系ではない）一般の大学に向けた
福祉・介護職の普及啓発

外国人介護職の就職支援

無料職業紹介、就職相談会による就職支援

特にない

その他

無回答

58.2 

45.8 

25.9 

17.2 

16.5 

11.4 

9.4 

8.8 

7.1 

6.7 

5.7 

4.7 

3.7 

11.4 

0.3 

0% 20% 40% 60%
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